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『
鳳
城
聯
句
集
』
訓
注
稿
（
五
）

楊

昆

鵬

本
稿
は
版
本
『
鳳
城
聯
句
集
』
所
収
聯
句
作
品
に
つ
い
て
、
試
み
に
読

み
下
し
を
施
し
注
釈
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
（
本
誌
第
三
八
号
、

平
成
二
十
九
年
九
月
）
の
続
き
と
し
て
、
全
三
十
作
の
う
ち
、
第
十
六
か

ら
第
二
十
ま
で
の
五
点
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

【
作
者
】
（
初
出
人
名
の
み
）

（
第
二
）

梅
心

梅
心
正
悟
、
僧
侶
、
南
禅
寺
帰
雲
院
。

（
第
四
）

昌
渭

文
泉
昌
渭
、
僧
侶
、
天
龍
寺
鹿
王
院
。

【
凡
例
】

・
五
言
の
句
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。

・
訓
点
は
底
本
の
ま
ま
に
し
、
読
み
下
し
は
原
則
と
し
て
訓
点
に
従
う
が
、

一
部
句
意
に
基
づ
き
変
更
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
読
み
下
し
に
適

宜
濁
点
を
施
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
字
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、期
待
さ
れ
る
本
文
を
右
傍
に
（
某

カ
）
の
よ
う
に
注
記
し
た
。

・
注
は

小
に
止
め
、
故
事
出
典
を
示
し
、
一
部
熟
語
の
用
例
を
示
す
。

鳳
城
聯
句
集
巻
之
下

先
第
一

慶
長
十
六
年
六
月
二
十
三
日

香-

雪

雑
ユ二

紅-

白
ヲ一

香
雪

紅
白
を
雑
ゆ

（
１
）

1
観

ハ

奇

炎-

日
ノ

蓮

観
は
奇
な
り

炎
日
の
蓮

雲

ー
ナ
リ

2
雕-

甍

輝
ス二

彩-

艧
ヲ一

雕
甍

彩
艧
を
輝
か
す

3
工

ハ―

施
ス

紫-

宸
ノ

椽

工
は
施
す

紫
宸
の
椽

賢

4
蓬-
夢

鐘

成
スレ

弱

蓬
夢

鐘
は
弱
を
成
す

良

ー

ヲ

5
蘇-

才

錦

織
ルレ

川

蘇
才

錦
は
川
を
織
る

節

ー

ヲ

6
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風-

漪

簾

救
フレ

月
ヲ

風
漪

簾
は
月
を
救
ふ

外

（
２
）

7
午-
院

茗

烹
ルレ

泉
ヲ

午
院

茗
は
泉
を
烹
る

御

（
３
）

8
鼎-

立

分
ツ二

三-

教
ヲ一

鼎
立

三
教
を
分
か
つ

澗

（
４
）

9
盃-

看

並
ス二

八-
仙

ヲ一

盃
看

八
仙
を
並
す

竹

（
５
）

10（

）
白
い
花
。
蘇
軾
「
花
間
置
酒
浄
香
発
、
争
挽
長
条
落
香
雪
」
（
月

1

夜
与
客
飲
杏
花
下
）
な
ど
。
紅
の
蓮
に
白
い
蓮
が
交
っ
て
い
る
光

景
。

（

）
救
月
は
月
蝕
の
こ
と
。
唐
代
詩
人
廬
仝
、
別
号
玉
川
子
に
「
月
蝕

2

詩
」
が
あ
る
。
蘇
軾
の
「
玉
川
狂
直
古
遺
民
、
救
月
裁
詩
語

真
」

（
田
国
傅
見
示
石
炭
詩
、
有
鋳
剣
斬
佞
臣
之
句
、
次
韻
答
之
）
は

そ
の
著
名
な
長
詩
に
触
れ
て
い
る
。

（

）
廬
仝
は
「
茶
歌
」（
古
文
真
宝
）
を
作
り
、
茶
仙
と
も
呼
ば
れ
る
。

3

『
増
補
国
華
集
』
「
茶
」
項
に
「
廬
茶
、
同
仝
也
」
と
あ
る
。

（

）
儒
・
道
・
釈
の
三
つ
。「
化
物
自
一
心
、
三
教
斉
発
起
」（
廬
仝
「
寄

4

贈
含
曦
上
人
」
）。

（

）
李
白
や
賀
知
章
な
ど
八
名
の
著
名
な
飲
者
。
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
。

5鳴
テレ

詩
ニ

詩-

隠

顕

詩
に
鳴
り
て
詩
隠
は
顕
は
る

重

ー
ハ
ル

11
錬

テレ

字
ヲ

字-

城

堅
シ

字
を
錬
り
て
字
城
は
堅
し

雲

（
６
）

12
擅
レ

美
ヲ

山

晴
テ―

好
シ

美
を
擅
に
す

山
は
晴
れ
て
好
し

景
洪

ヽ
ニ
ス

（
７
）

13

寓-

言

道

浪
―

伝

寓
言

道
は
浪
り
に
伝
ふ

良

リ
ニ

み
だ

14
小-

車

無
ハレ

軌

蝶

小
車

軌
無
き
は
蝶

賢

15
一-

釣
ニ

上
レ

鈎
ニ

鯿

一
釣
に
鈎
に
上
る
は
鯿

外

ル
ハ

ー

16
水

兀

跣
二

蘆-

脚
ヲ一

水
兀
と
し
て
蘆
脚
を
跣
に
す

節

ー
ト
メ

ニ
ス

（
８
）

17
雨
―

乾
テ

擡
ク二

蕨-

拳
ヲ一

雨
乾
き
て
蕨
拳
を
擡
ぐ

澗

あ

18
痩-

筇
ハ

従
フレ

我
ニ

者
ノ

痩
筇
は
我
に
従
ふ
者

御

19
勁-

節

得
レ

人
ヲ

焉
ソ二

勁
節
は
人
を
得
る
こ
と
焉
ん
ぞ

洪

ル
ヿ

20（

）

五
字
城
、
五
言
詩
の
こ
と
、
五
言
城
と
も
。「
五
字
城
辺
欲
策
功
、

6

諸
公
百
戦
気
如
虹
」
（
月
舟
「
詩
戦
」
）。

（

）
栄
誉
を
独
占
す
る
と
い
う
意
だ
が
、
こ
こ
は
美
景
を
独
り
占
め
に

7

す
る
意
か
。

（

）
高
く
聳
え
立
つ
様
。
水
が
「
兀
」
と
形
容
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
。

8

ま
た
「
蘆
脚
」
は
蘆
の
根
元
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
用
例
は
未
見
。

功

卲

画
クレ

麟

武

功
は
卲
し

麟
に
画
く
武

御

ー

ハ

カ
シ

ー

ニ

ー

た
か

21

ー

貧

清
シ

楽
ムレ

魯

淵

貧
は
清
し

魯
を
楽
し
む
淵

賢

ー

ハ

ー

ヲ

ー

22
槿-

籬

移
ス二

幻-
境

ヲ一

槿
籬

幻
境
を
移
す

雲

23
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蓂-

暦

記
ス二

新-

年
ヲ一

蓂
暦

新
年
を
記
す

節

（
９
）

24
鶯
―

独
リ

厭
ス二

凡-

羽
ヲ一

鶯
独
り
凡
羽
を
厭
す

外

25
鵲

ハ

他
ノ

巣
フ二

仏-

肩
ニ一

鵲
は
他
の
仏
肩
に
巣
く
ふ

御

（
１
０
）

26
呑

ムレ

声
ヲ

幽-

寺
ノ

磬

声
を
呑
む

幽
寺
の
磬

良

（
１
１
）

27
遮

ルレ

眼
ニ

半-

窓
ノ

篇

眼
に
遮
る

半
窓
の
篇

澗

（
１
２
）

28
耕

メレ

筆
ヲ

学
フ二

沮

溺
一

筆
を
耕
し
て
沮
溺
を
学
ぶ

御

ー

ー

ヲ

（
１
３
）

29
弄

メレ

文
ヲ

慕
フ二

固

遷
一

文
を
弄
し
て
固
遷
を
慕
ふ

竹

ー

ー

ヲ

（
１
４
）

30（

）
日
に
よ
っ
て
莢
が
規
則
的
に
増
減
す
る
こ
と
で
、
莢
の
数
な
ど
か

9

ら
暦
が
判
断
で
き
る
。
『
抱
朴
子
』
に
「
唐
尭
観
蓂
莢
以
知
月
」

と
記
す
。
「
聡
明
尭
曰
欽
／
蓂
生
諳
暦
日
」
（
大
永
七
年
九
月
尽
和

漢
百
韻
）。

（

）
釈
迦
が
菩
提
樹
の
下
で
修
行
し
悟
り
を
開
い
て
山
を
出
る
時
の
姿

10

が
詩
に
詠
ま
れ
、
絵
画
の
題
材
と
さ
れ
た
。「
蘆
芽
穿
膝
鵲
巣
肩
、

何
事
苦
行
経
六
年
」
（
梅
花
無
尽
蔵
「
出
山
釈
迦
像
」
）。

（

）
声
を
抑
え
る
こ
と
。
『
碧
巌
録
』
第
十
則
「
若
向
上
転
去
、
直
得

11

釈
迦
・
弥
勒
・
文
殊
・
普
賢
、
千
賢
万
聖
、
天
下
宗
師
、
普
皆
飲

気
呑
声
」。

（

）『
景
徳
伝
灯
録
』
第
十
四
澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
に
「
有
僧
問
和
尚
、

12

尋
常
不
許
人
看
経
、
為
什
麼
却
自
看
。
師
曰
、
我
只
図
遮
眼
」
と

あ
る
。
王
十
朋
「
一
舎
蕭
然
学
有
餘
、
窓
間
遮
眼
尽
文
書
」
（
和

方
叔
見
贈
二
絶
、
其
二
）。

（

）
長
沮
と
桀
溺
、
古
代
の
隠
者
。
『
論
語
・
微
子
』
「
長
沮
桀
溺
耦
而

13

耕
」
。

（

）
班
固
と
司
馬
遷
。

14排
スレ

檐
ヲ

垂
レ

手
ヲ

竹

檐
を
排
す

手
を
垂
る
る
竹

洪

ル
ヽ

（
１
５
）

31
横

フレ

霧
ヲ

返-

魂
ノ

栴

霧
を
横
た
ふ

返
魂
の
栴

節

32
自-

嗇

蓋
フレ

臍
ヲ

麝

自
嗇

臍
を
蓋
ふ
麝

雲

33
鰥-

情

啼
クレ

血
ニ

鵑

鰥
情

血
に
啼
く
鵑

御

34
層-

欄

思
レ

越
ヲ

越

層
欄

越
を
思
へ
ば
越

外

ヘ
ハ

（
１
６
）

35
屯-

陣

伐
ツレ

燕
ヲ

燕

屯
陣

燕
を
伐
つ
燕

良

（
１
７
）

36
謀

ハ

変

彼
ノ

蔵-

泉

謀
は
変
ず

彼
の
蔵
泉

賢

ー

ス

37
活-

機

祖
ノ

正-

偏

活
機

祖
の
正
偏

節

（
１
８
）

38
滅

スレ

宗
ヲ

篦

菫-

毒

宗
を
滅
す

篦
は
菫
毒

節

（
１
９
）

39
薄

メレ

歛
ヲ

桁

蒲-

鞭

歛
を
薄
く
し
て
桁
は
蒲
鞭

雲

（
２
０
）

40
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（

）
古
代
は
竹
簡
で
歴
史
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
竹
編
や
汗
竹
な
ど

15

竹
の
語
を
以
て
史
籍
を
い
う
。
前
句
の
史
家
か
ら
生
え
並
ぶ
竹
を

連
想
。

（

）
「
思
越
」
は
越
の
国
を
思
う
こ
と
。
李
白
「
代
馬
不
思
越
、
越
禽

16

不
恋
燕
」
（
古
風
其
六
）
な
ど
。
ま
た
「
思
越
」
は
心
神
が
散
漫

し
、
ま
た
思
い
が
飛
躍
す
る
こ
と
（
漢
語
大
詞
典
）。

（

）
宋
・
楼
鈅
「
以
燕
伐
燕
夷
攻
夷
、
吾
国
何
与
潜
与
期
」
（
寄
題
臨

17

江
徐
秘
閣
儒
栄
堂
）。

（

）
『
碧
巌
録
』
第
四
十
三
に
「
垂
手
還
同
万
仞
崖
、
正
偏
何
必
在
安

18

排
」
と
あ
る
。
「
更
須
繞
砌
從
頭
看
、
祖
意
明
明
絶
正
偏
」
（
明
極

楚
俊
遺
稿
「
草
庭
」
）

（

）
不
明
。
用
例
も
未
見
。
「
周
原
膴
膴
、
菫
荼
如
飴
」
（
詩
経
・
大
雅

19

・
緜
）
と
あ
る
よ
う
に
、
菫
は
菜
の
意
。
篦
は
座
禅
を
戒
め
る
竹

篦
か
。

（

）『
後
漢
書
・
劉
寛
伝
』「
吏
人
有
過
、
但
用
蒲
鞭
罰
之
、
示
辱
而
已
、

20

終
不
加
苦
」
。
桁
は
刑
具
。

拙
ハレ

似
レ

鳩

苛-

政

鳩
よ
り
も
拙
き
は
苛
政

御

ヨ
リ
モ

（
２
１
）

41
獲
レ

非
ヲレ

熊
ニ

兆-

畋

熊
に
非
ざ
る
を
獲
る
は
兆
畋

賢

ル
ハ

42
濁
―

淆
ル

胸-

次
ノ

渭

濁
せ
ば
淆
る

胸
次
の
渭

澗

セ
ハ

43
地

ハ

易

指-

那
ノ

天

地
は
易
ふ

指
那
の
天

雲

ー

フ

（
２
２
）

44
雲

ハ

豈
ニ二

相
レ

頭
ヲ

帽
一

雲
は
豈
に
頭
を
相
す
る
帽
な
ら
ん
や

洪

ヤ

ー
ス
ル

ー
ナ
ラ
ン

（
２
３
）

45

畛
ハ

其
レ

缺-

歯
ノ

棉

畛
は
其
れ

缺
歯
の
棉

外

（
２
４
）

46
蛩
―

哀

難
シレ

面
レ

壁
ニ

蛩
哀
ん
で
壁
に
面
し
難
し

良

ン
テ

ー

シ

47
蛍
―

耀
テ

盍
ソレ

肥
サレ

煙
ヲ

蛍
耀
き
て
盍
ぞ
煙
を
肥
や
さ
ざ
る

御

サ
ル

（
２
５
）

48
粧
―

緑

老-

松

麗

粧
緑
に
し
て
老
松
麗
し

竹

ニ
メ

49
巻

黄

多-

梖

宣

巻
黄
に
し
て
多
梖
宣
ふ

澗

ー

ニ
メ

ー

フ

（
２
６
）

50（

）
「
禽
経
拙
者
莫
如
鳩
、
巧
者
莫
如
鶻
」
（
佩
文
韻
府
）
。
南
宋
・
曾

21

几
「
但
知
繞
樹
如
飛
鵲
、
不
解
営
巣
似
拙
鳩
」（
寓
居
呉
興
）。

（

）
不
明
。
後
考
を
待
つ
。

22
（

）
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
第
一
「
買
帽
相
頭
、
随
家
豊
倹
」
。

23
（

）
『
無
門
関
』
宗
紹
「
缺
歯
老
胡
、
十
万
里
航
海
、
特
特
而
来
」
。

24
（

）
不
明
。
後
考
を
待
つ
。

25
（

）
梖
多
、
梖
葉
樹
、
『
酉
陽
雑
俎
』。

26那-

僧
ソ

冠-

冕
ノ

奘

那
僧
ぞ

冠
冕
の
奘

賢

51
是

賊

甲-

戈
ノ

玄

是
れ
賊

甲
戈
の
玄

竹

ー

ー

（
２
７
）

52
種

ニレ

智
ヲ

土
モ

無
レ

寸

智
を
種
に
し
て
土
も
寸
無
し

御

53
抱

テレ

愁
ヲ

劫

幾
ク―

千

愁
を
抱
き
て
劫
は
幾
千

良

ー

54



- 53 -

化
二

梳
レ

翎
ヲ

鶴
ト一

鬢

翎
を
梳
る
鶴
と
化
す
る
は
鬢

雲

ー
ス
ル
ハ

ツ
ル

（
２
８
）

55
鬭
二

縮
レ

角
ヲ

蝸
ヲ一

涎

角
を
縮
む
る
蝸
を
鬭
し
む
る
は
涎

澗

シ
ム
ル
ハ

ム
ル

た
た
か
は

（
２
９
）

56
荘-

海

郭

為
レ

瘴
ト

荘
海

郭
を
瘴
と
為
す

外

ー

ヲ

（
３
０
）

57
莘-

郊

伊

耨
レ

田
ニ

莘
郊

伊
田
に
耨
き
る

節

ー

ー

キ
ル

（
３
１
）

58
称

ハ二

帰-

休
ノ

意
ニ一

景

帰
休
の
意
に
称
ふ
は
景

御

ー

59
認
二

利-

走
ノ

蹤
ヲ一

鄽

利
走
の
蹤
を
認
む
る
は
鄽

雲

ル
ハ

（
３
２
）

60（

）
装
備
の
戈
や
甲
が
黒
々
と
光
る
こ
と
。｢
玄｣

は
前
句
の
末
字｢

奘｣

27

か
ら
の
連
想
か
。

（

）
蘇
軾
「
風
松
時
落
蕊
、
病
鶴
不
梳
翎
」
（
二
月
八
日
与
黄
勝
僧
曇

28

穎
過
逍
遙
堂
、
何
道
士
宗
一
問
疾
）。

（

）
蝸
の
角
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
戦
い
「
蛮
触
交
戦
」（
荘
子
）
か
ら
、

29

蝸
涎
か
ら
転
じ
て
涎
と
唾
が
飛
び
交
う
論
戦
を
い
う
。

（

）
不
明
。
戦
に
よ
り
城
郭
に
疫
病
が
流
行
る
意
か
。

30
（

）
『
孟
子
・
万
章
上
』
「
伊
尹
耕
於
有
莘
之
野
」
。

31
（

）
市
中
の
店
舗
。
白
玉
蟾
「
大
隠
従
来
只
市
鄽
、
年
来
教
法
況
蕭
然
」

32
（
道
過
成
蹊
庵
偶
成
旧
風
一
篇
）
。
前
句
の
隠
者
に
市
を
連
想
し
た
。

退

亦

坐
二

閑-

散
ニ一

退
も
亦
閑
散
に
坐
せ
ら
る

竹

ー

モ

ツ
ミ
セ
ラ
ル

（
３
３
）

つ
み

61
妙-

中

融
ス二

別-

円
ヲ一

妙
中

別
円
を
融
す

澗

（
３
４
）

62

楽
ト―

云
フ

流

繞
ルレ

砌
ヲ

楽
と
云
ふ

流
れ
は
砌
を
繞
る

洪

（
３
５
）

63
幾
―

許
リ

路

多
シレ

阡

幾
許
り

路
に
阡
多
し

良

64
寛

ク

作
ハレ

程

吟-

履

寛
く
程
を
作
る
は
吟
履

雲

ー

ヲ

（
３
６
）

65
品

評
レ

句
ヲ

雅-

筵

品
〴
〵
句
を
評
す
る
は
雅
筵

竹

〳
〵

ー
ス
ル
ハ

66
間-

居

琴-

瑟

友

間
居

琴
瑟
友
た
り

御

タ
リ

67
密-

室

礁-

樵
ノ

禅

密
室

礁
樵
の
禅

賢

（
３
７
）

68
煙-

雁

南

耶
レ

北

煙
雁

南
か
北
か

雲

カ

69
陽-

烏

東

又

西

陽
烏

東
ま
た
西

澗

ー

70（

）
黄
庭
堅
「
黄
州
副
使
坐
閑
散
、
諫
疎
無
路
通
銀
台
」
（
次
韻
子
瞻

33

武
昌
西
山
）。

（

）
天
台
宗
に
お
け
る
蔵
通
別
円
。
「
此
経
無
字
有
誰
伝
、
非
蔵
通
兮

34

非
別
円
」
（
雪
叟
詩
集
）。

（

）「
客
行
雖
云
楽
、
不
如
早
旋
帰
」（
文
選
・
古
詩
十
九
首
第
十
九
）
。

35
（

）
「
作
程
」
は
模
範
や
法
度
を
作
る
意
で
あ
る
が
、
陸
游
「
東
阡
南

36

陌
適
逢
晴
、
小
蹇
軽
装
短
作
程
」
（
出
遊
四
首
、
其
四
）
の
よ
う

に
、
旅
程
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

（

）
「
礁
樵
」
は
用
例
未
見
、
樵
漁
に
同
意
か
。

37
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棠-

妃
ハ

楊
カ

酔-

貌

棠
妃
は
楊
が
酔
貌

節

71
木-
母

茜
カ

妖-

妍

木
母
は
茜
が
妖
妍

御

（
３
８
）

72
勝

豈
レ

載
二

商-

舶
ニ一

勝
は
豈
に
商
舶
に
載
ん
や

外

ー

ハ

ヤ

ン
ヤ

73
寒

猶

坐
ス二

客-
氈

ニ一

寒
く
し
て
は
猶
客
氈
に
坐
す

澗

メ
ハ

（
３
９
）

74
鷗-

師

鳬

屑
レ

就

鷗
師

鳧
は
就
く
こ
と
を
屑
し
と
す

賢

イ
サ
ギ
ヨ
シ
ト
ス

ヿ
ヲ

（
４
０
）

い
さ
ぎ
よ

75
鮑-

肆

肉

羅
ヌレ

羶
ヲ

鮑
肆

肉
は
羶
を
羅
ぬ

澗

つ
ら

76
寧

ロレ

行

秦
ノ

余-

力

寧
ろ
行
は
ん
や
秦
の
余
力

御

ヤ

ハ
ン

77
治

テレ

洚
ヲ

夏

既
ニ

胼

洚
を
治
め
て
夏
は
既
に
胼
す

竹

ー

ー

ス

（
４
１
）

78
倦-

鞋

平-

処
モ

嶮
シ

倦
鞋

平
処
も
嶮
し

良

79
漏-

筧

広-

河

涓

漏
筧

広
河
は
涓
た
り

賢

ー
タ
リ

80（

）
前
句
の
「
楊
」
と
対
偶
す
べ
き
茜
は
人
名
か
。
宋
寇
准
に
茜
桃
と

38

い
う
妾
が
い
た
が
、
梅
と
関
係
す
る
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
或
い

は
こ
こ
は
単
に
梅
の
艶
美
さ
を
い
う
。
梅
尭
臣
「
芳
梅
何
茜
茜
、

素
葉
吐
層
層
」
と
見
え
る
。

（

）
杜
甫
「
才
名
四
十
年
、
坐
客
寒
無
氈
」
（
戯
簡
鄭
広
文
虔
兼
呈
蘇

39

司
業
源
明
）。

（

）
鷗
を
師
と
す
る
か
、
用
例
は
未
見
。

40
（

）
蘇
轍
「
伝
言
夏
鯀
塞
洚
水
、
上
帝
爰
此
無
敢
偸
」
（
息
壌
）。
ま
た

41

禹
が
治
水
に
励
み
、
手
足
に
胼
胝
が
出
来
た
と
い
う
。
「
禹
鑿
龍

門
、
（
中
略
）
手
足
胼
胝
、
面
目
黎
黒
」
（
史
記
・
李
斯
列
伝
）
。

草
―

乱
テ

露-

珠

砕
ク

草
乱
れ
て
露
珠
砕
く

洪

81
荷

枯
テ

秋-

扇

捐
ッ

荷
枯
れ
て
秋
扇
捐
つ

御

82
双-

鴛

心

不
レ

二

双
鴛

心
二
つ
あ
ら
ず

雲

フ
タ
ツ
ア
ラ

83
四-

鵠

道

争
フレ

先
ヲ

四
鵠

道
先
を
争
ふ

節

（
４
２
）

84
星

ハ

爛

相
―

望
ム

故

星
は
爛
た
り

相
望
む
故

外

ー
タ
リ

85
代
―

昭

徴
―

起
ッ

賢

代
昭
に
し
て
徴
し
て
起
つ
賢

良

ニ
メ

86
選

ハレ

官

雖

晩-

達
ト一

官
を
選
ぶ

晩
達
と
雖
も

澗

ー

ヲ

（
４
３
）

87

二 冫

接
スレ

衆
ヲ

這
ノ

風-

顛

衆
を
接
す

這
の
風
顛

竹

（
４
４
）

88
入

テレ

睡
ニ

拾

忘
スレ

帚
ヲ

睡
に
入
り
て
拾
帚
を
忘
す

澗

（
４
５
）

89
酬

テレ

知
ニ

牙

絶
ツレ

絃
ヲ

知
に
酬
ひ
て
牙
絃
を
絶
つ

御

90（

）
四
海
を
目
指
し
て
翔
る
鵠
か
、
用
例
は
未
見
。
「
鴻
鵠
高
飛
、
一

42
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挙
千
里
」（
史
記
・
留
侯
列
伝
）。

（

）
出
世
が
遅
い
こ
と
。
杜
甫
「
馮
唐
雖
晩
達
、
終
覬
在
皇
都
」
（
続

43

得
観
書
迎
就
当
陽
居
士
止
正
月
中
旬
定
出
山
峡
）。

（

）
諧
謔
瘋
癲
を
以
て
漢
武
帝
に
仕
え
た
東
方
朔
。
杜
甫
「
尚
想
東
方

44

朔
、
諧
謔
割
肉
帰
」
（
社
日
二
篇
、
其
一
）
。

（

）
箒
を
忘
れ
る
こ
と
は
、『
分
別
功
徳
論
』
に
「
此
比
丘
精
神
疎
鈍
、

45

仏
教
使
誦
掃
帚
、
得
帚
忘
掃
、
得
掃
忘
帚
」
と
見
え
る
。

竜-

鍾

離-

袖
ノ

涙

竜
鍾
た
り

離
袖
の
涙

洪

タ
リ

91
燕-

飲
ス

若-

樽
ノ

権

燕
飲
す

若
樽
の
権

御

（
４
６
）

92
縄-

削

欺
クレ

般

甫

縄
削

般
を
欺
く
甫

賢

ー

ヲ

ー

（
４
７
）

93
経-

炊

同
レ

孔

辺

経
炊

孔
に
同
じ
き
辺

外

シ
キ

ー

ニ

ー

（
４
８
）

94
来
―

遅
シ

含
ムレ

詔

鳳

来
る
こ
と
遅
し

詔
を
含
む
鳳

節

ル
ヿ

ー

ヲ

95
飽
―

颺
ル

下
ルレ

韝

鸇

飽
き
は
颺
る

韝
に
下
る
鸇

雲

キ
ハ

ー

ニ

（
４
９
）

96
楓
―

落
テ

霜

遮
―

莫

楓
落
ち
て
霜

遮

莫

良

ハ
ア
レ

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

97
蘭-

奢

社

儼-

然

蘭
奢

社
儼
然

澗

（
５
０
）

98
舎
―

諸

陶-

瓦
ノ

釈

舎
諸

陶
瓦
の
釈

御

メ
ヤ

99

孝

也

錫-

盆
ノ

連

孝
な
り

錫
盆
の
連

竹

ー
ナ
リ

ー

100（

）
熟
語
と
し
て
は
未
見
。
酒
を
意
味
す
る
若
下
と
樽
を
合
わ
せ
た
語

46

か
。

（

）
大
工
が
墨
糸
を
以
て
木
材
に
線
を
引
き
削
る
こ
と
。
ま
た
文
章
な

47

ど
を
修
正
す
る
こ
と
。
韓
愈
「
南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
」
に
「
不
煩

於
縄
削
而
自
合
也
」
と
見
え
る
。
ま
た
朱
熹
に
「
伏
読
秀
野
劉
丈

閑
居
十
五
詠
謹
次
高
韻
率
易
拝
呈
伏
乞
痛
加
縄
削
是
所
願
望
」
十

五
首
が
あ
る
。
甫
は
杜
甫
、
般
は
公
輸
般
。
詩
文
を
添
削
す
る
杜

甫
が
大
工
の
公
輸
般
を
欺
く
ほ
ど
だ
と
い
う
。

（

）
楊
万
里
「
書
生
一
腹
無
十
囲
、
経
炊
史
酌
不
曾
飢
」
（
寄
題
卲
武

48

張
漢
傑
運
千
万
巻
楼
）
。
「
辺
」
は
前
漢
学
者
の
辺
韶
。
昼
に
臥
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
門
下
生
に
笑
わ
れ
、
「
辺
為
姓
、
孝
為
字
。
腹

便
便
、
五
経
笥
。
但
欲
眠
、
思
経
事
。
寐
寐
与
周
公
通
夢
、
静
与

孔
子
同
意
」
（
後
漢
書
）
と
答
え
た
。

（

）
鸇
は
鷹
と
並
ん
で
勇
猛
ま
た
暴
虐
な
人
を
譬
え
る
。
韝
は
鷹
狩
り

49

の
際
、
腕
に
着
用
し
鷹
を
載
せ
る
革
製
の
手
袋
。
「
脱
韝
」
と
い

う
熟
語
が
あ
り
、
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
が
、
こ
こ

で
「
下
韝
」
と
い
う
の
は
逆
に
羽
を
休
め
腕
に
降
り
立
つ
こ
と
。

（

）
ま
た
は
蘭
闍
、
賞
賛
の
辞
。『
世
説
新
語
』
に
丞
相
の
王
導
が
「
因

50

過
胡
人
前
弾
指
云
、
蘭
闍
、
蘭
闍
。
群
胡
同
笑
、
四
座
並
歓
」（
政

事
）
と
あ
る
。

簫
第
二

慶
長
十
七
年
正
月
二
十
三
日

鶯
ハ

可
シ二

声-
中

ノ

律
一

鶯
は
声
中
の
律
な
る
べ
し

ー
ナ
ル

1
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聴
ラ

奇

和
ス二

舜-

韶
ヲ一

聴
く
な
ら
く
奇
な
り

舜
韶
を
和
す

御

ー
ナ
リ

（
１
）

2
鳳

ハ

呈
ス二

仁-

者
ノ

瑞
ヲ一

鳳
は
仁
者
の
瑞
を
呈
す

3
爰

ニ―

止
テ

奏
ス二

羲-

簫
ヲ一

爰
に
止
ま
り
て
羲
簫
を
奏
す

澗

（
２
）

4
禁-

苑

官-

梅

百

禁
苑

官
梅
百
な
り

雲

（
３
）

5
故-

家

衆-

木

喬
シ

故
家

衆
木
喬
し

節

た
か

6
移

メレ

蓬
ヲ

仙-

日

耀

蓬
を
移
し
て
仙
日
耀
く

梅
心

7
繙

テレ

竺
ヲ

教-

天

昭
シ

竺
を
繙
き
て
教
天
昭
し

竹

8
暁-

吹

乱
ル二

鐘-

色
ヲ一

暁
吹
き
て
鐘
色
を
乱
る

齢

9
澗-

流

緪
ル二

爨-

焦
ニ一

澗
流

爨
焦
に
緪
る

超

（
４
）

は

10（

）
舜
が
作
っ
た
楽
曲
の
名
。
李
商
隠
「
豈
意
聞
周
鐸
、
翻
然
慕
舜
韶
」

1
（

）
「
簫
韶
九
成
、
鳳
凰
来
儀
」
（
書
経
・
易
稷
）。

2
（

）
御
苑
や
役
所
が
植
え
た
梅
、
杜
甫
「
東
閣
官
梅
動
詩
興
、
還
如
何

3

遜
在
揚
州
」
（
和
裴
廸
登
蜀
州
東
亭
送
客
逢
早
梅
相
憶
見
寄
）。

（

）
焦
尾
琴
、
ま
た
高
雅
な
楽
曲
。
後
漢
の
蔡
邕
が
焼
け
焦
げ
た
桐
を

4

用
い
て
琴
を
作
っ
た
と
い
う
。
緪
は
弦
を
強
く
張
る
こ
と
。

易-

難

山-

水
ノ

富

易
難

山
水
の
富

賢

ー

11

濃-

淡

雪-

氷
ノ

標

濃
淡

雪
氷
の
標

良

ー

（
５
）

12
湖
―

漲
テ

鴛

浮-

没

湖
漲
り
て
鴛
は
浮
没
す

重

13
瀑
―

飛
テ

竜

臉-

跳

瀑
飛
び
て
竜
は
臉
跳
す

御

14
過
レ

三
ニ

廬
ノ

五-

笑

三
に
過
た
り

廬
の
五
笑

澗

タ
リ

（
６
）

15
号
レ

七
ト

宋
ノ

参-

寥

七
と
号
す

宋
の
参
寥

雲

ー

ス

（
７
）

16
林-

袂

裹
ム二

幽-

寺
ヲ一

林
袂

幽
寺
を
裹
む

節

17
柳-

糸

垂
ル二

半-

橋
ニ一

柳
糸

半
橋
に
垂
る

心

18
檣

従
二

風
―

定
テ一

燕

檣
に
は
風
定
り
て
よ
り
燕

竹

ニ
ハ

（
８
）

19
座

ハ

在
テ二

廷
―

清
一

貂

座
は
廷
の
清
き
に
在
り
て
貂

齢

ー

キ
テ

（
９
）

20（

）
王
十
朋
「
孤
標
相
対
楚
天
涯
、
寒
不
能
威
意
自
佳
」
（
四
日
雪
坐

5

間
有
江
梅
水
仙
花
因
目
曰
三
白
）。

（

）
五
笑
は
五
柳
先
生
が
笑
う
こ
と
か
。
慧
遠
法
師
が
陶
淵
明
と
陸
修

6

静
を
見
送
る
に
思
わ
ず
渓
を
過
ぎ
た
故
事
「
三
笑
」
を
改
編
し
た

か
。

（

）
『
荘
子
・
大
宗
師
』
「
玄
冥
聞
之
参
寥
、
参
寥
聞
之
疑
始
」
。
ま
た

7

杭
州
智
果
寺
に
あ
る
泉
の
名
、
宋
僧
道
潜
別
号
参
寥
子
が
住
居
し

て
い
た
。
交
友
関
係
を
持
っ
た
蘇
軾
は
参
寥
子
と
詩
の
応
酬
が
多
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い
。
「
号
七
」
は
不
明
。
蘇
軾
は
「
新
堤
旧
井
各
無
恙
、
参
寥
六

一
豈
忘
吾
」
（
喜
劉
景
文
至
）
と
詠
み
、
同
じ
く
杭
州
に
あ
る
泉

の
名
で
あ
る
「
六
一
」
と
併
称
し
て
い
る
。
こ
こ
は
そ
の
「
六
一
」

を
「
七
」
と
改
編
し
た
か
。

（

）
檣
と
燕
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
杜
甫
「
岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留

8

人
」
（
発
潭
州
）
な
ど
が
あ
る
。

（

）
こ
こ
は
皇
帝
近
侍
の
冠
に
飾
る
金
貂
か
。
南
北
朝
丘
遅
の
「
奉
璋

9

峨
峨
、
金
貂
済
済
」
（
藝
文
類
聚
・
九
日
侍
宴
楽
遊
苑
詩
）。

諫-

履

与
二

其
ノ

進
一

諫
履

其
の
進
ま
ん
に
与
せ
ん

超

ク
ミ
セ
ン

ン
ニ

（
１
０
）

21
虚-

舟

所
二

自
―

漂
フ一

虚
舟

自
ら
漂
ふ
所

賢

（
１
１
）

22
蘆
―

交
テ

漁-

路

隘
シ

蘆
交
は
り
て
漁
路
隘
し

良

23
竹

密

睫-

峰

遙

竹
密
に
し
て
睫
峰
遙
か
な
り

澗

ー
ニ
メ

ナ
リ

（
１
２
）

24
坐
二

我
ヲ

湘-

波
ニ一

簟

我
を
湘
波
に
坐
す
る
は
簟

御

ス
ル
ハ

25
飲
二

賢
ヲ

魯-

巷
ニ一

瓢

賢
を
魯
巷
に
飲
ま
し
む
る
は
瓢

賢

シ
ム
ル
ハ

26
鏡
―

明

顔

間
ニ―

出
ツ

鏡
明
に
し
て
顔
は
間
か
に
出
づ

雲

ニ
メ

（
１
３
）
ひ
そ

27
窓
―

破
テ

孔

相
―

邀
フ

窓
破
り
て
孔
相
邀
ふ

良

28
花

ハ

被
二

煙-

脂
ニ

染

花
は
煙
脂
に
染
め
ら
る

心

29

梨
ハ

令
二
レ

素-

魄
ヲ

描
一

梨
は
素
魄
を
し
て
描
か
し
む

竹

メ

ー

カ

（
１
４
）

30（

）
諫
履
は
用
例
が
未
見
。
前
句
の
「
貂
」
か
ら
為
政
者
に
諫
め
る
こ

10

と
が
連
想
さ
れ
た
の
は
蘇
秦
の
こ
と
か
。
「
李
兌
送
蘇
秦
明
月
之

珠
、
和
氏
之
璧
、
黒
貂
之
裘
、
黄
金
百
鎰
。
蘇
秦
得
以
為
用
、
西

入
於
秦
」
（
戦
国
策
・
趙
策
）
。

（

）
無
人
の
舟
。
陶
淵
明
「
虚
舟
縦
逸
棹
、
回
復
遂
無
窮
」
（
五
月
旦

11

作
和
戴
主
簿
）。

（

）
視
野
に
入
る
峰
の
意
か
。
宋
釈
徳
洪
「
絶
景
天
蔵
今
日
献
、
千
峰

12

登
睫
豈
人
工
」
（
次
韻
縦
目
亭
）。

（

）
鏡
に
映
る
顔
と
前
句｢

魯
巷｣

の
主
人
公
で
あ
る
顔
淵
を
兼
ね
る
。

13

「
間
出
」
は
杜
甫
「
異
才
復
間
出
、
周
道
日
惟
新
」
（
別
蔡
十
四

著
作
）。

（

）
月
光
。
南
北
朝
蕭
綱｢

夜
輪
懸
素
魄
、
朝
光
蕩
碧
空｣

（
京
洛
篇
）
。

14

月
の
光
で
梨
の
花
が
映
え
る
。

随
テレ

軒

巒

送
ルレ

客
ヲ

軒
に
随
ひ
て
巒
は
客
を
送
る

齢

ー

ニ

（
１
５
）

31
誦

メレ

梖
ヲ

刹

除
クレ

祅
ヲ

梖
を
誦
じ
て
刹
は
祅
を
除
く

節

32
芍

ハ

地-

涌
ノ

菩-

薩

芍
は
地
涌
の
菩
薩

澗

（
１
６
）

33
糠

ハ

村-

裏
ノ

猲-

䝤

糠
は
村
裏
の
猲
䝤

雲

（
１
７
）

34
閑-

雲

僧

翳
スレ

眼

閑
雲

僧
眼
を
翳
す

超

35
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傾-

国

女

窮
ムレ

妖

傾
国

女
妖
を
窮
む

御

36
蝶

叫
テ

黒-

甜

苦
シ

蝶
叫
び
て
黒
甜
苦
し

良

（
１
８
）

37
蟻

醇

黄-
目

澆
グ

蟻
醇
に
し
て
黄
目
澆
ぐ

心

ー
ニ
メ

（
１
９
）

38
掃
レ

愁
ヲ

心

即-
仏

愁
を
掃
へ
ば
心
即
仏

超

ヘ
ハ

39
応
レ

喚
ニ

侍

同-

寮

喚
に
応
へ
て
侍
同
寮

雲

ヘ
テ

40（

）
随
軒
は
ま
た
随
車
と
い
い
、
車
に
随
っ
て
時
節
に
合
う
雨
が
降
る

15

こ
と
で
、
官
が
仁
政
を
行
う
譬
え
（
後
漢
書
・
鄭
弘
伝
）
。
た
だ

こ
こ
は
鄭
弘
の
故
事
で
は
な
く
、
軒
か
ら
眺
め
る
山
巒
も
客
人
を

送
る
よ
う
だ
と
い
う
。

（

）
『
法
華
経
』
「
有
無
量
千
万
億
、
菩
薩
摩
訶
薩
同
時
涌
出
」
（
従
地

16

涌
出
品
第
十
五
）。

（

）
獦
䝤
か
。
「
伝
灯
録
五
祖
謂
六
祖
汝
広
南
獦
䝤
有
甚
仏
性
」
（
佩
文

17

韻
府
）。

（

）
寝
る
こ
と
。
蘇
軾
「
三
杯
軟
飽
後
、
一
枕
黒
甜
余
」（
発
広
州
）。

18
（

）
黄
銅
彝
器
。
『
夢
渓
筆
談
・
器
用
』
に
「
礼
書
所
載
黄
彝
、
乃
画

19

人
目
為
飾
、
謂
之
黄
目
」
と
み
え
る
。
こ
こ
は
酒
を
盛
る
器
の
意

か
。

越-

祖

罷-

参
ノ

蕙

越
祖

罷
参
の
蕙

節

（
２
０
）

41
観

スレ

生
ヲ

如-

幻
ノ

蕉

生
を
観
ず

如
幻
の
蕉

雲

（
２
１
）

42

鹿
―

眠
テ

星

可
シレ

数

鹿
眠
り
て
星
数
へ
つ
べ
し

御

ヘ
ツ

43
蝣-

輩

暮
ニ

無
シレ

聊

蝣
輩
暮
れ
に
聊
し
げ
無
し

澗

タ
ノ
モ
シ
ケ

44
冷-

看

加
ルレ

霜
ヲ

鬢

冷
看

霜
を
加
ふ
る
鬢

竹

45
渥-

恩

賜
フレ

露
ヲ

痟

渥
恩

露
を
賜
ふ
痟

46
覃-

研

誰
カ

慕
レ

藺

覃
研

誰
か
藺
を
慕
ふ

雲

（
２
２
）

47
温-

飽

共
ニ

歌
フレ

尭
ヲ

温
飽

共
に
尭
を
歌
ふ

賢

（
２
３
）

48
歛

薄
メ

遺-

民

穏

歛
薄
く
し
て
遺
民
穏
や
か
な
り

超

ー

ナ
リ

（
２
４
）

49
粧

ヒ―

成
テ

美-

婦

嬌

粧
ひ
成
り
て
美
婦
嬌
た
り

心

タ
リ

50（

）
超
仏
越
祖
。
蕙
は
六
祖
慧
能
を
指
す
か
。

20
（

）
芭
蕉
は
脆
い
上
、
堅
い
実
が
な
い
こ
と
か
ら
人
生
の
無
常
を
譬
え

21

る
。
宋
程
倶
「
芭
蕉
中
無
堅
、
譬
彼
泡
夢
幻
」
（
蝸
廬
有
隙
地
三

両
席
稍
種
樹
竹
已
有
可
観
戯
作
七
篇
、
其
六
芭
蕉
）。

（

）
研
鑽
す
る
こ
と
。
司
馬
相
如
は
藺
相
如
を
慕
っ
て
自
ら
の
名
前
も

22

相
如
と
変
え
た
（
史
記
・
司
馬
相
如
列
伝
）。

（

）
尭
の
時
に
老
人
が
歌
い
、
後
に
明
君
の
治
世
を
称
揚
す
る
と
さ
れ

23

て
い
る
撃
壌
歌
。
謝
霊
運
「
即
是
羲
唐
化
、
獲
我
撃
壌
情
」
（
初

去
郡
詩
）。

（

）
徴
斂
、
徴
税
の
意
か
。
元
沈
石
「
県
官
薄
税
斂
、
田
野
足
耕
桑
」

24
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（
中
酒
雑
詩
四
句
五
首
、
其
五
）。

誅
スレ

楓
ヲ

紅-

活-

套

楓
を
誅
す

紅
活
套

良

（
２
５
）

51
携

フレ

杖
ヲ

景

佳-

招

杖
を
携
ふ
景
は
佳
招

竹

（
２
６
）

52
雁-

字
ハ

凌-

雲
ノ

賦

雁
字
は
凌
雲
の
賦

御

（
２
７
）

53
蛮-

音

撃-

壌
ノ

謡

蛮
音

撃
壌
の
謡

雲

（
２
８
）

54
文-

光

光
ス二

威-

徳
ヲ一

文
光

威
徳
を
光
す

齢

（
２
９
）

55
物-

産

産
ス二

豊-

饒
ヲ一

物
産

豊
饒
を
産
す

心

56
隠

理-

事

無-

碍

隠
は
理
事
無
碍

竹

ー

ハ

57
叢

規-

矩

有
レ

条

叢
は
規
矩
条
有
り

雲

ー

ハ

ー

58
開

クレ

基
ヲ

綿-

蕝
ノ

野

基
を
開
く

綿
蕝
の
野

澗

（
３
０
）

59
通

スレ

里
ニ

素-

書
ノ

潮

里
に
通
ず

素
書
の
潮

（
３
１
）

60（

）
不
詳
。
後
考
を
待
つ
。

25
（

）
佳
招
、
風
雅
な
会
へ
の
誘
い
。
虎
関
師
錬
「
厳
行
正
令
少
青
眸
、

26

屡
斥
佳
招
已
白
頭
」
（
秀
首
座
挽
歌
、
其
二
）。

（

）
司
馬
相
如
が
「
大
人
賦
」
を
作
り
漢
武
帝
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、

27

「
天
子
大
悦
、
飄
飄
有
凌
雲
気
遊
天
地
之
間
意
」
（
漢
書
・
司
馬

相
如
列
伝
）
と
い
う
。

（

）
撃
壌
歌
は

句
に
既
出
。

28

48

（

）
前
漢
文
帝
と
後
漢
光
武
帝
と
の
併
称
。
「
鑑
武
穆
、
憲
文
光
」
（
文

29

選
・
赭
白
馬
賦
）
。

（

）
礼
楽
を
整
え
、
朝
儀
を
整
備
す
る
こ
と
。
「
（
叔
孫
通
）
遂
与
所
徴

30

三
十
一
西
、
及
上
左
右
為
学
者
与
其
弟
子
百
余
人
為
綿
蕞
野
外
」

（
史
記
・
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
）。

（

）
尺
素
書
、

手
紙
。
『
文
選
・
古
楽
府
』
「
客
従
遠
方
来
、

遺
我
双

31

鯉
魚
。

呼
児
烹
鯉
魚
、
中
有
尺
素
書
」
（
飲
馬
長
城
窟
行
）。

慚
二

白-

蹈
ニ一

鞋-

債

白
蹈
に
慚
づ
る
は
鞋
債

超

ル
ハ

（
３
２
）

61
甘

ハ二

塩-

味
ヲ一

鼎-

調

塩
味
を
甘
く
す
る
は
鼎
調

節

（
３
３
）

62
他-

郷

惟
―

肖

嶂

他
郷

惟
だ
肖
た
り

嶂

賢

タ
リ

（
３
４
）

63
快-

霽

仰
ハ―

高
シ

霄

快
霽

仰
げ
ば
高
し

霄

御

64
猿

哭
メ

楚-

襟

湿
フ

猿
哭
し
て
楚
襟
湿
ふ

心

（
３
５
）

65
鷺
―

行

藍-

玉

琱

鷺
行
き
て
藍
玉
琱
る

節

66
筆-
耕

田

在
レ

籍

筆
耕

田
籍
に
在
り

竹

（
３
６
）

67
棹-

唱

浪

鳴
スレ

橈

棹
唱

浪
橈
を
鳴
ら
す

齢

68
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南-

海

萍-

遊
ノ

愈

南
海

萍
遊
の
愈

雲

（
３
７
）

69
西-
崑

篇-

集
ノ

了

西
崑

篇
集
の
了

心

（
３
８
）

70（

）
白
蹈
は
用
例
未
見
。
進
軍
の
道
を
確
か
め
拓
く
「
踏
白
」
か
。
蘇

32

軾
「
雲
間
踏
白
看
纏
旗
、
莫
忘
西
湖
把
酒
時
」
（
坐
上
復
借
韻
送

岢
嵐
軍
通
判
叶
朝
奉
）。

（

）
食
事
の
調
理
、
ま
た
宰
相
を
務
め
国
家
を
収
め
る
こ
と
。
孟
浩
然

33

「
未
逢
調
鼎
用
、
徒
有
済
川
心
」（
都
下
送
辛
大
之
鄂
）。

（

）
よ
く
似
て
い
る
こ
と
。
傅
説
の
故
事
、「
説
筑
傅
巌
之
野
、
惟
肖
。

34

爰
立
作
相
、
王
置
諸
其
左
右
」
。
前
句
の
「
調
鼎
」
か
ら
の
連
想
。

（

）
「
払
楚
王
襟
」
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
こ
は
典
拠
の
利
用
で
は
な

35

い
。「
楚
襄
王
遊
於
蘭
台
之
宮
。
宋
玉
景
差
侍
。
有
風
颯
然
而
至
、

王
乃
披
襟
而
当
之
曰
、
快
哉
此
風
、
寡
人
所
与
庶
人
共
者
邪
」（
文

選
・
風
賦
）。

（

）
典
籍
が
筆
耕
の
田
。
黄
庭
堅
「
公
今
未
有
田
、
把
筆
耕
六
籍
」（
次

36

韻
子
瞻
和
王
子
立
風
雨
敗
書
屋
有
感
）
。
な
お
田
は
、
前
句
に
含

ま
れ
る
地
名
藍
田
か
ら
。

（

）
韓
愈
が
南
方
潮
州
に
貶
謫
さ
れ
た
経
験
を
指
す
。「
嗟
我
擯
南
海
、

37

無
由
助
飛
鳴
」
（
贈
別
元
十
八
協
律
六
首
、
其
五
）。

（

）
了
が
指
す
人
物
は
不
明
。
西
崑
は
宋
初
の
詩
体
、
温
庭
筠
、
李
商

38

隠
を
範
と
す
る
。

寒-

哦

詩-

体

渋
ル

寒
哦

詩
体
渋
る

節

71
閨-

怨

別-

魂

消
ス

閨
怨

別
魂
消
す

雲

72

班
ハ

衛
ノ

斐

君-

子

班
は
衛
の
斐
た
る
君
子

御

タ
ル

（
３
９
）

73
巌

ハ

劉

彼
ノ

久-

要

巌
は
劉
彼
の
久
要

良

（
４
０
）

74
暗-

灘

迷
ス二

釣-

艇
ヲ一

暗
灘

釣
艇
を
迷
は
す

齢

75
勝-

境

駐
ム二

征-

鑣
ヲ一

勝
境

征
鑣
を
駐
む

雲

（
４
１
）

76
蜀

ハ

十-

歩

千-

嶮

蜀
は
十
歩
千
嶮

心

77
鄜

ハ

平-

生

独-

宵

鄜
は
平
生
独
宵

賢

（
４
２
）

78
先

テレ

秋
ニ

零
ス二

涙-

葉

秋
に
先
ん
じ
て
涙
葉
を
零
す

齢

79
競

テレ

渡

至

帰-

樵

渡
を
競
ひ
て
至
る
は
帰
樵

超

ー

ヲ

ル
ハ

80（

）
不
明
。

39
（

）
厳
光
の
こ
と
。
「
厳
光
字
子
陵
、
一
名
遵
、
会
稽
余
姚
人
也
。
少

40

有
高
名
、
与
光
武
同
遊
学
。
及
光
武
即
位
、
乃
変
名
姓
、
隠
身
不

見
」
（
後
漢
書
・
逸
民
列
伝
）
。
久
要
は
旧
友
。
「
久
要
不
可
忘
、

薄
終
義
所
尤
」
（
文
選
・
箜
篌
引
）。

（

）
鑣
は
く
つ
わ
、
出
征
の
馬
を
い
う
。
欧
陽
脩
「
林
鴉
棲
已
定
、
独

41

此
倦
征
鑣
」
（
巩
県
陪
祭
献
懿
二
后
回
義
橋
道
中
作
）。

（

）
鄜
州
、
陝
西
省
北
部
に
あ
る
地
名
。
杜
甫
「
今
夜
鄜
州
月
、
閨
中

42

只
独
看
」
（
月
夜
）。
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親
メ―

且
ツ

旧

鴎-

社

親
に
し
て
且
つ
旧
き
は
鴎
社

良

キ
ハ

81
恵

堪
レ

懐

燕-

朝

恵
懐
く
に
堪
え
た
る
は
燕
朝

澗

ー

タ
ル
ハ

ツ
ク
ニ

な
つ

（
４
３
）

82
月
―

孤
リ

何
ソ

隔
ンレ

野

月
独
り
何
し
て
野
を
隔
て
ん

竹

ー

ヲ

83
涼

嫰
メ

暫
ク

忘
ルレ

歊
ヲ

涼
嫰
く
し
て
暫
く
歊
を
忘
る

超

（
４
４
）

84
法-

霈
ノ

雨
ハ

円-

頓

法
霈
の
雨
は
円
頓

御

（
４
５
）

85
恒-

河-

沙
ノ

劫-

焼

恒
河
沙
の
劫
焼

節

（
４
６
）

86
学-

淵

難
レ

徹
シレ

底
ニ

学
淵

底
に
徹
し
難
し

澗

87
卒-

土

以
スレ

知
レ

徼
ヲ

卒
土

徼
を
知
る
こ
と
を
以
て
す

心

ヿ
ヲ

88
文-

囿

能
―

馴

兔

文
囿

能
く
馴
る
る
兔

節

ル
ヽ

ゆ
う

（
４
７
）

89
趙-

州

在
―

救

猫

趙
州

在
ら
ば
救
は
ん
猫

御

ラ
ハ

ハ
ン

（
４
８
）

90（

）
古
代
の
天
子
諸
侯
が
路
寝
（
正
殿
）
で
臣
下
を
接
見
す
る
こ
と
、

43

ま
た
公
事
を
執
り
行
っ
た
後
の
休
息
の
場
所
。
宋
劉
克
荘
「
明
揚

雖
曰
由
師
錫
、
密
啓
端
因
侍
燕
朝
」（
丞
相
信
庵
趙
公
哀
詩
五
首
、

其
五
）。

（

）
歊
は
暑
熱
。
欧
陽
脩
「
荒
城
繁
草
樹
、
旱
気
飛
炎
歊
」
（
憎
蚊
）。

44
（

）
円
頓
戒
、
天
台
宗
の
戒
法
。
圓
融
諸
法
、
頓
速
成
仏
の
意
。

45

（

）
壊
劫
（
世
界
が
破
滅
す
る
時
期
）
の
大
火
災
。
「
仮
使
劫
焼
、
担

46

負
乾
草
」
（
法
華
経
）。

（

）
「
囿
」
の
字
と
関
連
し
て
兔
園
が
意
識
さ
れ
た
か
。
「
梁
王
不
悦
、

47

遊
於
兔
園
」
（
文
選
・
雪
賦
）
。
ま
た
兔
は
毛
筆
を
い
う
。
文
囿
は

文
学
を
収
め
る
場
所
、
文
章
の
林
囿
。
『
文
選
』
序
に
「
余
監
撫

余
閑
、
居
多
暇
日
、
歴
観
文
囿
、
氾
覧
辞
林
」
と
み
え
る
。

（

）
『
碧
巌
録
・
第
六
三
』。

48泉
―

枯
ニ

琴

拱
スレ

手
ヲ

泉
枯
れ
て
琴
は
手
を
拱
す

超

（
４
９
）

91
県

ノ

令

禄

全
スレ

腰
ヲ

県
の
令

禄
は
腰
を
全
す

澗

（
５
０
）

92
栽

テレ

菊
ヲ

樊
二

籬
ノ―

廃
一

菊
を
栽
ゑ
て
籬
の
廃
れ
た
る
を
樊
ふ

齢

カ
コ
フ

タ
ル
ヲ

93
結

テレ

茅
ヲ

避
ス二

世
ノ

囂
ヲ一

茅
を
結
び
て
世
の
囂
し
さ
を
避
く

良

94
面-

交

還
テ

厭
レ

問

面
交

還
り
て
問
を
厭
ふ

雲

ー

ヲ

95
悖-

礼

孰
カ

宣
レ

驕
ヲ

悖
礼

孰
れ
か
驕
を
宣
ぶ

御

（
５
１
）

96
易
レ

濁
リ

容
ルレ

胸

渭

濁
り
易
き
は
胸
を
容
る
る
渭

心

キ
ハ

（
５
２
）

97
弄

スレ

晴
ヲ

縦
レ

目
ヲ

瀟

晴
を
弄
す

目
を
縦
に
す
る
瀟

賢

ニ
ス
ル

98
献
レ

筐

夷

解
クレ

辮

筐
を
献
し
て
夷
辮
を
解
く

節

ー

メ

モ
ノ
ヲ

ク
ミ
カ
ミ
ヲ

（
５
３
）

99
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拝
メレ

冕

各

望
ムレ

杓

冕
を
拝
し
て
各
杓
を
望
む

竹

ー

ヲ

ー

ヲ

（
５
４
）

100（

）
泉
の
音
が
琴
と
譬
え
ら
れ
る
。
杜
甫
「
石
影
銜
珠
閣
、
泉
声
帯
玉

49

琴
」
（
記
鄭
南
玭
）。
泉
が
枯
れ
た
た
め
美
し
い
音
色
が
絶
え
た
の

で
、
ま
る
で
琴
を
弾
く
手
を
拱
い
た
よ
う
だ
。

（

）
陶
淵
明
が
彭
沢
県
令
を
務
め
た
時
「
我
不
能
為
後
五
斗
米
折
腰
」

50

と
言
い
辞
官
し
て
帰
郷
し
た
。
こ
こ
で
は
腰
を
折
り
曲
げ
る
の
を

免
れ
た
と
い
う
意
。

（

）
驕
奢
。
「
維
彼
愚
人
、
謂
我
宣
驕
」
（
詩
経
・
子
雅
・
鴻
雁
）。

51
（

）
渭
水
が
常
に
濁
る
と
い
う
。
杜
甫
「
去
馬
来
牛
不
復
辨
、
濁
涇
清

52

渭
何
当
分
」
（
秋
雨
嘆
三
首
、
其
二
）
と
さ
れ
る
が
、
一
方
、
実

は
涇
水
が
清
く
、
渭
水
が
濁
る
と
い
う
。
「
涇
以
渭
濁
、
湜
湜
其

沚
」
（
詩
経
・
穀
風
）。

（

）
辮
髪
を
解
く
。
蘇
軾
「
威
行
烏
白
蛮
、
解
辮
請
冠
裾
」
（
答
任
師

53

中
、
家
漢
公
）。
筐
は
筐
篚
、
贈
り
物
の
意
。

（

）
北
斗
七
星
の
第
五
か
ら
第
七
に
い
た
る
三
星
。
斗
柄
。

欧
陽
脩

54

「
寄
信
無
秋
雁
、
思
帰
望
斗
杓
」（
初
至
夷
陵
答
蘇
子
美
見
寄
）。

肴
第
三

慶
長
十
九
年
正
月
二
十
七
日

花
ニ

有
二

泰-

平
ノ

象

花
に
泰
平
の
象
有
り

ー

1
尭-

紅

舜-

紫
ノ

梢

尭
紅

舜
紫
の
梢

緒

2
月

ハ

応
シ二

同-

宿
ノ

故
一

月
は
応
に
同
宿
の
故
な
る
べ
し

ー
ナ
ル

（
１
）

3

馬-

白

阮-

青
ノ

茅

馬
白

阮
青
の
茅

外

（
２
）

4
聴

漸
―

稀

春-

雪

聴
く
こ
と

漸
く
稀
な
る
は
春
雪

御

ク
ヿ

ク

ナ
ル
ハ

5
祭

如
ハレ

在

夏-

郊

祭
る
こ
と

在
す
が
如
く
は
夏
郊

節

ル
ヿ

ス
カ

6
風-

蝉

泉

迸
―

出
ツ

風
蝉

泉
は
迸
り
出
づ

雲

リ

（
３
）

7
夜-

鶴

隠

譏
―

嘲

夜
鶴

隠
は
譏
り
嘲
る

澗

リ

ケ
ル

8
澗

ノ

愧

松

僵
レ―

臥
ス

澗
の
愧

松
は
僵
れ
臥
す

竹

（
４
）

た
ふ

9
雹-

声

棋

手
―

敲

雹
声

棋
は
手
づ
か
ら
敲
く

寿
洪

カ
ラ

ク

（
５
）

10（

）
宿
泊
を
と
も
に
す
る
こ
と
。

と

か
ら
な
る
一
聯
は
、
花
の
梢

1

1

2

が
紅
や
紫
に
彩
り
、
そ
れ
は
尭
舜
に
よ
る
治
世
の
表
れ
で
あ
る
、

と
い
う
意
に
対
し
て
、
対
偶
す
る

と

か
ら
な
る
一
聯
は
、
月

3

4

に
照
ら
さ
れ
る
茅
が
白
や
青
に
映
え
、
そ
れ
は
馬
良
と
阮
籍
が
親

し
く
同
宿
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

（

）
馬
良
の
眉
に
白
い
毛
が
あ
る
こ
と
か
ら
白
眉
と
称
さ
れ
た
。
「
馬

2

良
字
季
常
、
襄
陽
宜
城
人
也
。
兄
弟
五
人
、
併
有
才
名
、
郷
里
為

之
諺
曰
馬
氏
五
常
、
白
眉

良
。
良
眉
中
有
白
毛
、
故
以
称
之
」

（
三
国
志
・
馬
良
伝
）
。
阮
籍
は
相
手
に
よ
っ
て
青
眼
ま
た
白
眼

を
以
て
区
別
し
て
接
し
た
。「
籍
又
能
為
青
白
眼
、
見
礼
俗
之
士
、

以
白
眼
対
之
。
及
嵇
喜
来
吊
、
籍
作
白
眼
、
喜
不
懌
而
退
。
喜
弟

康
聞
之
、
乃
賚
酒
携
琴
造
焉
、
籍
大
悦
、
乃
見
青
眼
」
（
晋
書
・
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阮
籍
列
伝
）
。
馬
良
と
阮
籍
を
取
り
合
わ
せ
た
例
と
し
て
、
許
渾

「
馬
氏
識
君
眉

白
、
阮
公
留
我
眼
長
青
」
（
下
第
貽
友
人
）
等

が
あ
る
。

（

）
白
居
易
「
留
連
向
暮
帰
、
樹
樹
風
蝉
声
」
（
秋
遊
原
上
）
な
ど
、

3

秋
風
と
と
も
に
聞
こ
え
る
蝉
の
声
。

（

）
「
澗
松
」
と
い
う
詩
語
が
あ
り
、
澗
底
に
生
え
る
松
の
意
で
、
才

た
に

4

徳
を
備
え
る
も
官
位
が
卑
い
人
物
を
譬
え
る
。
こ
こ
で
は
境
遇
に

恵
ま
れ
な
い
松
が
更
に
倒
れ
て
い
る
の
で
、
澗
と
し
て
も
羞
じ
て

し
ま
う
と
い
う
。
蘇
軾
「
君
才
不
用
如
澗
松
、
我
老
得
全
猶
社
檪
」

（
次
前
韻
送
程
六
表
弟
）。

（

）
碁
を
打
つ
音
を
雹
が
降
る
こ
と
に
譬
え
る
。
黄
庭
堅
「
談
犀
振
清

5

風
、
棋
局
落
秋
雹
」
（
将
帰
叶
先
寄
明
復
季
常
）。
ま
た
逆
に
落
雹

を
碁
と
譬
え
る
こ
と
も
あ
る
。
黄
庭
堅
「
日
永
清
風
揺
麈
尾
、
夜

闌
飛
雹
落
棋
枰
」
（
呈
馬
粋
老
範
徳
孺
）。

六-

朝
ハ

仙
ノ

一-

刻

六
朝
は
仙
の
一
刻

重

11
外-

水

我
カ

空-

庖

外
水
は
我
が
空
庖

渓

（
６
）

12
埋

テレ

筧
ヲ

苔

行
レ

茂

筧
を
埋
め
て
苔
茂
る
を
行
ぬ

良

ツ
ラ
ヌ

ー

ヌ

つ
ら

13
依

テレ

瓊
ヲ

蒹

結
フレ

交
ヲ

瓊
を
依
り
て
蒹
交
は
り
を
結
ぶ

叡

（
７
）

14
棹-

歌

鏖
二

旅-

枕
ヲ一

棹
歌

旅
枕
を
鏖
に
す

村

シ
ニ
ス

（
８
）

15
詩-

味

代
フ二

嘉-

肴
ニ一

詩
味

嘉
肴
に
代
ふ

緒

16

透
二

偃
ノ

三-

関
ヲ一

杜

偃
の
三
関
を
透
る
杜

外

（
９
）

17
授
二

劉
ノ

太-

子
ニ一

包

劉
の
太
子
に
授
か
る
は
包

御

ル
ハ

（
１
０
）

18
仏-

書
ハ

論
ノ

半-

部

仏
書
は
論
の
半
部

澗

（
１
１
）

19
臣-

位
ハ

易
ノ

重-

爻

臣
位
は
易
の
重
爻

（
１
２
）

20（

）
蘇
軾
「
空
庖
煮
寒
菜
、
破
灶
焼
湿
葦
」
（
寒
食
雨
二
首
、
其
二
）。

6
（

）
蒹
葭
は
賤
し
い
水
草
、
瓊
は
高
貴
な
美
玉
。
白
居
易
「
但
恐
持
相

7

並
、
蒹
葭
瓊
樹
枝
」
（
和
微
之
道
保
生
三
日
）。
こ
こ
で
は
両
者
が

絡
み
合
う
こ
と
を
い
う
。

（

）
舟
歌
に
よ
っ
て
旅
人
の
眠
気
が
追
い
払
わ
れ
た
。
黄
庭
堅
「
市
声

8

鏖
午
枕
、
常
以
此
心
観
」
（
平
陰
張
澄
居
士
隠
処
三
詩
、
其
一
）。

（

）
唐
代
画
家
の
韋
偃
か
。
西
胤
俊
承
「
郭
煕
骨
倶
冷
、
異
跡
猶
分
前

9

後
身
」（
真
愚
稿
）
な
ど
、
五
山
禅
僧
に
知
ら
れ
た
。
杜
甫
に
「
戯

為
韋
偃
双
松
図
歌
」
が
あ
る
。
「
三
関
」
は
兜
率
三
関
（
無
門
関

・
四
十
七
）
、
一
鏃
破
三
関
（
碧
巌
録
・
五
十
六
）
な
ど
。
宋
王

之
望
「
万
仞
峰
頭
曾
進
歩
、
禅
機
一
撥
透
三
関
」
（
和
制
帥
）。
こ

こ
は
杜
甫
が
韋
偃
の
絵
画
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
意
か
。

（

）
包
咸
、
『
論
語
章
句
』
を
著
す
。
「
建
武
中
、
入
授
皇
太
子
論
語
、

10

又
為
其
章
句
」
（
後
漢
書
・
包
咸
伝
）。

（

）
「
論
」
は
『
論
語
』。
宋
の
宰
相
趙
普
は
読
書
が
『
論
語
』
の
半
分

11

し
か
な
い
と
言
わ
れ
る
。

（

）
「
易
」
は
『
易
経
』
、
「
重
爻
」
は
六
十
四
卦
を
い
う
。
こ
こ
は
周

12

の
文
王
が
占
い
で
太
公
望
こ
と
呂
尚
に
出
逢
っ
た
こ
と
を
い
う
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か
。

世
ハ

祝
メ二

亀-

齢
ヲ一

筭
フ

世
は
亀
齢
を
祝
し
て
筭
ふ

洪

か
ぞ

21
室

ハ

胡
二

蚖-
毒

ヲ一

抛
ツ

室
は
蚖
毒
を
胡
な
り
と
し
て
抛
つ

竹

ナ
リ
ト
メ

22
愛

メレ

眠
ヲ

僧

静-
退

眠
を
愛
し
て
僧
は
静
退

渓

23
覃

メレ

思
ヲ

妾

紛-

殽

思
を
覃
く
し
て
妾
は
紛
殽

重

（
１
３
）

24
虚-

席

以
テレ

年
ヲ

計
ル

虚
席

年
を
以
て
計
る

賡

（
１
４
）

25
残-

篇

和
メレ

露
ニ

抄

残
篇

露
に
和
し
て
抄
す

良

ー

ス

26
盍

ソレ

移
ンレ

風
ヲ

白-

俗

盍
ぞ
風
を
移
さ
ん
や

白
俗

御

ヤ

（
１
５
）

27
僭

乱
レ

国
ヲ

黄-

巣

僭
し
て
国
を
乱
る
は
黄
巣

澗

ー

ン

ル
ハ

（
す
カ
）

28
盛-

晩

唐

如
レ

箭
ノ

盛
晩

唐
は
箭
の
如
し

竹

29
宮-

商

漢

献
スレ

膠
ヲ

宮
商

漢
は
膠
を
献
ず

緒

（
１
６
）

30（

）
紛
殽
は
詩
語
の
用
例
が
未
見
。
乱
れ
る
こ
と
か
。
『
聚
分
韻
略
』

13

に
「
殽

溷
ー

雑
也
」
と
あ
る
。

マ
ジ
ハ
ル

（

）
空
席
。
席
を
空
け
て
賢
者
を
待
つ
こ
と
を
い
う
こ
と
が
多
い
。
こ

14

こ
で
は
前
句
を
受
け
て
恋
人
が
久
し
く
訪
ね
て
き
て
い
な
い
こ

と
。
禅
籍
に
も
多
く
み
え
る
。
『
石
門
文
字
禅
』
「
大
観
元
年
、
京

師
大
法
雲
寺
虚
席
有
司
以
公
有
道
行
、
請
于
朝
、
願
令
継
嗣
住
持
」

な
ど
。

（

）
蘇
軾
「
元
軽
白
俗
、
郊
寒
島
痩
」
（
祭
柳
子
玉
文
）。
気
風
や
習
慣

15

を
変
え
る
意
味
の
「
易
俗
移
風
」
を
重
ね
る
。

（

）
西
海
に
鳳
麟
洲
あ
り
、
仙
家
は
鳳
喙
と
麟
角
を
以
て
膠
を
作
り
、

16

湯
弓
の
弦
を
繋
ぎ
決
し
て
断
た
な
い
と
い
う
（
博
物
誌
）
。
黄
庭

堅
「
引
之
入
漢
朝
、
誰
為
続
弦
膠
」
（
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十
首
、

其
一
）。

雲-

梯

虹

続
クレ

断

雲
梯

虹
は
断
た
る
を
続
く

雲

タ
ル
ヲ

31
洛-

邑

地

除
クレ

炮
ヲ

洛
邑

地
は
炮
を
除
く

澗

（
１
７
）

32
涙-

葉

未
タレ

秋

脆
シ

涙
葉

未
だ
秋
な
ら
ざ
る
に
脆
し

重

ナ
ラ

33

ル
ニ

吟-

笻

有
レ

景

譊

吟
笻

景
有
れ
ば
譊
ふ

洪

レ
ハ

ー

ソ
フ

（
１
８
）

34
禁-

園

無
シレ

所
レ

苟

禁
園

苟
も
す
る
所
無
し

渓

モ
ス
ル

35
聖-

道

忽
チ

相
―

教
ユ

聖
道

忽
ち
相
教
ゆ

賡

36
湯

ハ

革
ム二

殷

兼
一レ

命

湯
は
殷
と
命
と
を
革
む

御

ト
ヲ

（
１
９
）

37
結

ハ

銘
ス二

樊

与
一レ

聱

結
は
樊
と
聱
と
を
銘
す

澗

ト
ヲ

ー

（
２
０
）

38
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酔-

顔

疑
フ二

益-

壮
一

酔
顔

益
壮
か
と
疑
ふ

外

カ
ト

39
麗-
質

寵
レ

于
レ

喉

麗
質

喉
に
寵
あ
り

御

ア
リ

ニ

カ
ホ
ヨ
キ
ニ

40（

）
周
王
朝
の
都
洛
陽
の
旧
称
。
殷
の
紂
王
が
炮
格
ま
た
炮
烙
と
い
う

17

厳
刑
を
用
い
て
人
に
焼
け
ど
を
受
け
さ
せ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ

う
な
殷
の
厳
刑
が
除
か
れ
た
と
詠
む
。

（

）
あ
ら
そ
う
。
囂
し
い
さ
ま
。
蘇
軾
「
譊
譊
訴
我
庭
、
慷
慨
驚
吾
僚
」

18

（
劉
醜
厮
詩
）
な
ど
。
こ
こ
は
景
色
に
触
発
さ
れ
て
詩
を
吟
じ
る

こ
と
し
ば
し
ば
の
意
で
あ
ろ
う
。

（

）
周
王
朝
が
殷
を
倒
し
た
こ
と
。
第

句
の
注
に
既
出
。

19

32

（

）
唐
元
結
、「
既
客
樊
上
、
漫
逐
顕
。
樊
左
右
皆
漁
者
、
少
長
相
戯
、

20

更
曰
聱
叟
」
（
新
唐
書
・
元
結
列
伝
）。

霜
ハ

尚
レ

絅

楓-

錦

霜
は
絅
を
尚
に
す
る
楓
錦

緒

ウ
へ
ニ
ス
ル

ー

ヲ

（
２
１
）

41
颸

ハ

抛
レ

簪
ヲ

荀-

苞

颸
は
簪
を
抛
し
む
荀
苞

良

シ
ム

（
２
２
）

42
瀑-

音

窓

曰
フレ

雨

瀑
音

窓
雨
ふ
る
と
曰
ふ

洪

フ
ル
ト

43
旧-

面

硯

成
スレ

坳

旧
面

硯
は
坳
を
成
す

外

ー

ヲ

44
雁-

字

戯
二

鴉-

墨
ニ一

雁
字

鴉
墨
に
戯
ぶ
る

竹

フ
ル

45
鹿-

才

慚
ツ二

斗-

筲
ヲ一

鹿
才

斗
筲
を
慚
づ

洪

（
２
３
）

46

盃-

天

偏-

小
ノ

魯

盃
天

偏
小
の
魯

賡

47
函-

谷

四
ニ―

囲
ム

崤

函
谷

四
に
囲
む
崤

御

48
鉄

モ

不
ハレ

如

愁-

塁

鉄
も
如
ざ
る
は
愁
塁

外

49
耒

将
ニ

釈

瘠-

墝

耒
は
将
に
釈
ん
と
す
る
は
瘠
墝

澗

ス
ル
ハ

ス
テ
ン
ト

（
２
４
）

50（

）
衣
錦
尚
絅
、
華
美
な
衣
服
の
上
に
粗
末
な
打
ち
掛
け
を
重
ね
、
転

21

じ
て
才
能
や
徳
を
隠
す
こ
と
。
朱
熹
「
中
庸
首
謹
独
、
衣
錦
思
尚

絅
」
（
斎
居
感
興
二
十
首
、
其
十
三
）。

（

）
荀
況
と
そ
の
門
人
の
苞
丘
氏
。

22
（

）
才
能
が
乏
し
く
器
量
の
無
い
人
。
『
論
語
・
子
路
』
「
今
之
従
政
者

23

如
何
。
子
曰
、
噫
、
斗
筲
之
人
、
何
足
算
也
」。

（

）
土
地
が
痩
せ
る
こ
と
。
陸
游
「
磽
瘠
財
三
畒
、
勤
劬
頼
両
奴
」（
蔬

24

圃
）
と
あ
る
。

鳩
―

呼
ハ

農

答
フレ

顧

鳩
呼
べ
ば
農
顧
に
答
ふ

竹

ー

ニ

51
鯨
―

響
テ

客

嫌
フレ

呶

鯨
響
き
て
客
呶
し
き
こ
と
を
嫌
ふ

重

シ
キ
ヿ

か
ま
び
す

52
仮-

寐

永

郷-

邦

仮
寐
に
も
永
ら
ふ
る
は
郷
邦

良

ニ
モ

ル
ハ

53
跫-
然

来

暁-

猜

跫
然
と
し
て
来
る
は
暁
猜

渓

ト
メ

ル
ハ

54
拾

テレ

閑

顒-
意

足
ル

閑
を
拾
ひ
て
顒
意
足
る

洪

ー

ヲ

（
２
５
）

55
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統
テレ

古
ヲ

憲-

量

淆
ル

古
を
統
め
て
憲
量
淆
る

雲

（
２
６
）

56
湘

ハ

筆-

間

千-

頃

湘
は
筆
間
千
頃

外

57
崋

ハ

壺-
中

聳-

嵺

崋
は
壺
中
聳
嵺

雲

（
２
７
）

58
脱

スレ

機
ヲ

経-

緯
ノ

徳

機
を
脱
す

経
緯
の
徳

御

59
提

クレ

勒

射-

騎
ノ

骹

勒
を
提
ぐ

射
騎
の
骹

外

ー

ヲ

（
２
８
）

60（

）
南
朝
宋
の
戴
顒
、
「
父
逵
、
兄
勃
、
並
隠
遁
有
高
名
」
（
宋
書
・
隠

25

逸
伝
）。

（

）
後
漢
黄
憲
の
器
の
広
さ
が
量
り
難
い
こ
と
。『
世
説
新
語
』
に
「
叔

26

度
汪
汪
如
万
頃
之
陂
。
澄
之
不
清
、
擾
之
不
濁
。
其
器
深
広
、
難

測
量
也
」（
徳
行
）
と
あ
る
。

（

）
山
の
高
く
聳
え
立
つ
様
。「
聳
嵺
」
で
用
例
は
未
見
。
唐
元
結
「
九

27

疑
千
万
峰
、
嵺
嵺
天
外
青
」（
登
白
雲
亭
）
。
前
句

は
瀟
湘
八
景
、

57

こ
こ
は
西
岳
華
山
で
対
偶
す
る
。

（

）
勒
は
お
も
が
い
、
く
つ
ば
み
。

28逐
ヘ
冫

匹
ハレ

及
ヒ

回-

臭

逐
へ
ど
も
及
び
匹
ふ
は
回
臭

賡

た
ぐ

（
２
９
）

61
仰

テ

弥

高
ハ

孔-

沂

仰
ぎ
て
弥
高
き
は
孔
沂

澗

（
３
０
）

62
翻

スレ

巣
ヲ

争
レ

乳
ヲ

燕

巣
を
翻
す

乳
を
争
ふ
燕

雲

63

潜
ムレ

窟
ニ

化
レ

翁
ト

蛟

窟
に
潜
む

翁
と
化
す
る
は
蛟

澗

ー
ス
ル

（
３
１
）

64
笛-

裏

嘆
ス二

梅
ノ―

落
ヲ一

笛
裏

梅
の
落
つ
る
を
嘆
ず

外

（
３
２
）

65
簾-

前

翫
二

桂
ノ

窅
一

簾
前

桂
の
窅
な
る
を
翫
ぶ

御

ー
ナ
ル
ヲ

（
３
３
）

66
永-

宵

逢
テ―

語

短
シ

永
宵

逢
ひ
て
語
れ
ば
短
し

緒

レ
ハ

67
異-

域

善
―

謀
テ

撓

異
域

善
謀
り
て
撓
ま
す

賡

マ
ス

68
帰

スレ

厚
ニ

移
スレ

家
ヲ

野

厚
に
帰
す

家
を
移
す
野

竹

ー

（
３
４
）

69
没

スレ

蹤
ヲ

浮
レ

海
ニ

泡

蹤
を
没
す

海
に
浮
く
泡

良

（
３
５
）

70（

）
周
紫
臣
「
回
臭
比
蹠
香
、
位
卑
道
仍
尊
」
（
十
二
月
二
十
六
日
北

29

墻
捫
蚤
）
。
非
道
極
悪
だ
が
長
生
き
し
た
盗
蹠
に
比
べ
て
、
有
徳

だ
が
早
世
し
た
顔
回
の
こ
と
か
。
こ
の
故
事
の
用
例
は
本
書
に
数

度
見
ら
れ
る
。「
臭
」
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
不
明
。
ま
た
「
匹

及
」
も
後
考
を
待
つ
。

（

）
『
玉
篇
』
に
「
頭
凹
也
」
と
み
え
、
孔
子
は
「
生
而
首
上
圩
頂
、

30

故
因
名
孔
丘
」
（
史
記
・
孔
子
世
家
）
と
い
う
。

（

）
蛟
が
老
翁
に
変
身
す
る
。
明
の
袁
凱
に
詩
「
題
老
蛟
化
江
叟
吹
笛

31

図
」
が
あ
る
。

（

）
楽
曲
。
李
白
「
黄
鶴
楼
中
吹
玉
笛
、
江
城
五
月
落
梅
花
」
（
与
史

32

郎
中
欽
聴
黄
鶴
楼
上
吹
玉
笛
）。

（

）
目
が
窪
む
こ
と
、
ま
た
深
遠
な
様
。
桂
と
の
取
り
合
わ
せ
は
『
前

33
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漢
礼
楽
志
』
「
窅
寙
桂
華
、
孝
奏
天
儀
」
な
ど
。

（

）
『
論
語
・
学
而
』
「
慎
終
追
遠
、
民
徳
帰
厚
矣
」
。

34
（

）
『
論
語
・
公
冶
長
』
「
道
不
行
、

乗
桴
浮
於
海
、

従
我
者
、
其
由

35

与
」
。
呉
融
「
絶
蹤
思
浮
海
、
修
書
懶
寄
秦
」（
荊
州
寓
居
書
懐
）
。

江-

煙

沾
ス二

釣-
笠

ヲ一

江
煙

釣
笠
を
沾
す

重

71
塵-

界

悪
ム二

懸-

匏
ヲ一

塵
界

懸
匏
を
悪
む

洪

（
３
６
）

72
圩-

戸

禳
レ

田
ニ

賑
シ

圩
戸

田
に
禳
ひ
し
て
賑
し

雲

ハ
ラ
ヒ
メ

（
３
７
）

は
ら

73
旱-

霖

隔
レ

壁
ヲ

抓
ク

旱
霖

壁
を
隔
て
て
抓
く

外

テ
ヽ

か

74
池
―

枯
テ

蓮

拗-

折

池
枯
れ
て
蓮
は
拗
折

渓

75
寒

重
メ

栢

炰-

烋

寒
重
く
し
て
栢
は
炰
烋

良

ー

（
３
８
）

76
炉-

話

陽

頻
ニ―

復
ル

炉
話

陽
頻
り
に
復
る

洪

（
３
９
）

77
鋒-

讒

日
ニ

蔽
ヒ―

絞

鋒
讒

日
に
蔽
ひ
絞
ふ

外

マ
ト
フ

（
４
０
）

78
煤

ハ

蠅-

蠅

翊-

翊

煤
は
蠅
蠅
翊
翊

御

（
４
１
）

79
鳥

ハ

鶴-

鶴

咬-

咬

鳥
は
鶴
鶴
咬
咬

良

（
４
２
）

80（

）
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
塵
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
界
が
塵

36

界
。
蘇
軾
「
黙
坐
閲
塵
界
、
往
来
八
十
反
」
（
乞
数
珠
贈
南
禅
湜

老
、
其
一
）。

（

）
圩
田
を
耕
す
家
。
黄
庭
堅
「
嵐
抱
豊
圩
戸
、
桁
楊
臥
訟
庭
」
（
送

37

舅
氏
野
夫
之
宣
城
二
首
、
其
二
）。

（

）
暴
威
を
奮
う
。
『
詩
経
』
「
文
王
曰
咨
、
咨
女
殷
商
。
女
炰
烋
于
中

38

国
、
斂
怨
以
為
徳
」
（
大
雅
・
蕩
之
什
）。

（

）
劉
敞
「
陽
微
怯
頻
復
、
陰
老
恣
驕
雄
」
（
奉
同
隣
幾
詠
雪
）。

39
（

）
讒
鋒
に
同
じ
か
。
宋
陳
造
「
更
惜
讒
鋒
発
蘭
尚
、
祇
今
日
月
炳
騒

40

経
」
（
石
城
）。

（

）
虫
の
動
く
様
子
。
『
文
選
』
「
螻
蟻
蝘
蜒
、
蠅
蠅
翊
翊
」
（
洞
簫
）。

41
（

）
鳥
の
鳴
く
声
。
『
文
選
』
「
采
采
麗
容
、
咬
咬
好
音
」
（
鸚
鵡
賦
）。

42樵-

径

知
テレ

還

倦
ム

樵
径

還
る
こ
と
を
知
り
て
倦
む

澗

ル
ヿ
ヲ

81
雄-

楼

施
メレ

巧
ヲ

庨
シ

雄
楼

巧
を
施
し
て
庨
し

賡

（
４
３
）

82
霧
―

開
テ

山

坱-

圠

霧
開
き
て
山
坱
圠

御

（
４
４
）

83
湖
―

浄
メ

影

妍-

姣

湖
浄
く
し
て
影
妍
姣

竹

84
鷗

舞
テ

漁

遊
レ

目
ヲ

鷗
舞
ひ
て
漁
は
目
を
遊
ば
し
む

雲

シ
ム

85
卵-
生

肫

托
レ

胞
ニ

卵
生

肫
は
胞
に
托
す

澗

ー

ス

86
人-

情
ハ

皆

阿-

魏

人
情
は
皆
阿
魏

外

ー

（
４
５
）

87
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姦-

佞
ハ

緫
ニ

昬-

怓

姦
佞
は
緫
に
昬
怓

賡

（
４
６
）

88
篠-
籟

驚
ス二

幽-

夢
ヲ一

篠
籟

幽
夢
を
驚
か
す

緒

89
薬-

方

療
ス二

病-

脬
ヲ一

薬
方

病
脬
を
療
す

御

（
４
７
）

90（

）
庨
し
、
宮
殿
の
高
く
聳
え
る
様
（
集
韻
）
。
柳
宗
元
「
西
亭
構
其

た
か

43

巓
、
反
宇
臨
呀
庨
」
（
遊
朝
陽
巌
登
西
亭
詩
）。

（

）
坱
圠
、
広
大
で
限
り
な
い
様
。
『
史
記
・
屈
原
賈
生
列
伝
』
「
大
専

お
う
あ
つ

44

槃
物
兮
、
坱
圠
無
限
」
。
ま
た
高
低
平
ら
か
で
は
な
い
様
。
韓
愈

「
坱
圠
遊
峡
喧
、
颼
飅
臥
江
汰
」（
秋
雨
聯
句
）。

（

）
臭
気
を
持
つ
薬
草
。
貫
休
「
茶
和
阿
魏
暖
、
火
種
柏
根
馨
」
（
桐

45

江
閑
居
作
十
二
首
、
其
三
）
。

（

）
昏
怓
は
惛
怓
と
同
じ
か
。
紛
争
、『
詩
経
・
大
雅
』
「
無
縦
詭
随
、

46

以
謹
惛
怓
」
（
民
労
）
。
「
緫
」
は
「
つ
ね
に
」
と
訓
む
べ
き
か
。

（

）
患
っ
た
膀
胱
か
。
『
史
記
・
扁
鵲
倉
公
列
伝
』
「
風
癉
客
脬
」
。

47秋-

心

先
―

進

蟀

秋
心

先
に
進
む
は
蟀

良

ム
ハ

91
爽-

気

飽
ハ―

颺
ル

鵃

爽
気

飽
は
颺
る
鵃

雲

タ
カ

（
４
８
）
た
か

92
歴

テレ

灔

刷
フ二

舩-

翼
ヲ一

灔
を
歴
て
舩
翼
を
刷
ふ

渓

ー

ヲ

93
営

テレ

韓

綰
ヌ二

鏡-

賀
ヲ一

韓
を
営
み
て
鏡
賀
を
綰
ぬ

洪

ー

ヲ

し
よ
う

わ
が

94
醜-

枝

華

傅
クレ

粉
ヲ

醜
枝

華
粉
を
傅
く

澗

（
４
９
）

95

修-

竹

翠

擎
クレ

賓
ヲ

修
竹

翠
賓
を
擎
ぐ

賡

96
蛍
―

湿
テ

纔
ニ

捜
ルレ

読

蛍
湿
り
て
纔
に
読
を
捜
る

外

ー

ヲ

97
虎-

威

闞

畏
ルレ

虓

虎
威

闞
と
し
て
虓
る
る
を
畏
る

竹

ー
ト
メ

（
５
０
）

98
時
―

和
メ

民

毎
ニ―

抃
ツ

時
和
し
て
民
毎
に
抃
つ

御

う
（
５
１
）

99
市
―

富
テ

士

誇
リ―

嘐

市
富
み
て
士
誇
り
嘐
く

重

ナ
ク

（
５
２
）

100（

）
鵃
は
鷹
。
宋
の
彭
子
翔
「
莫
養
鷹
、
飢
則
附
人
飽
颺
去
」
（
莫
養

た
か

48

虎
）。

（

）
何
晏
傅
粉
の
故
事
。
『
世
説
新
語
』「
何
平
叔
美
姿
儀
、
面
至
白
。

49

魏
明
帝
疑
其
傅
粉
」
（
容
止
）
。
前
句

の
「
営
韓
」
は
不
明
で
あ

94

る
が
、
同
じ
く
『
世
説
新
語
』
を
出
典
と
す
る
な
ら
韓
寿
の
故
事

が
あ
る
。
韓
寿
は
容
姿
優
れ
る
が
、
鏡
に
映
る
描
写
は
な
い
。

（

）
『
詩
経
』
「
進
厥
虎
臣
、
闞
如
虓
虎
」
（
大
雅
・
常
武
）。

50
（

）
歌
舞
の
拍
子
を
取
る
な
ど
、
手
を
た
た
く
こ
と
。
曹
植
「
楽
人
舞

51

鼙
鼓
、
百
官
雷
抃
賛
若
驚
」
（
鼙
舞
歌
五
首
、
其
三
）。

（

）
『
孟
子
・
尽
心
下
』
「
何
以
謂
之
狂
也
。
曰
、
其
志
嘐
嘐
然
、
曰
古

52

之
人
古
之
人
」
。
こ
こ
で
「
誇
嘐
」
も
驕
っ
て
放
言
す
る
こ
と
。

豪
第
四

慶
長
十
九
年
七
月
二
十
六
日

雲-

際

窺
フレ

楼
ヲ

月

雲
際

楼
を
窺
ふ
月

（
１
）

1
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仰
ハ―

弥

秋-

色

高
シ

仰
げ
ば
弥
い
よ
秋
色
高
し

澗

〳
〵

2
栖

遅

聴
レ

雨
ヲ

夜

栖
遅

雨
を
聴
く
夜

（
２
）

3
楽
＿

只

世-
塵

逃
ル

楽
し
き
か
な

只
だ
世
塵
逃
が
る

雲

シ
キ
カ
ナ

4
鐘
―

臥
ヲ

続
ク二

閑-
夢

ヲ一

鐘
臥
し
て
閑
夢
を
続
く

岳

5
帖

真

画
ス二

健-

毫
ヲ一

帖
真
に
し
て
健
毫
を
画
す

節

ー

ー
ニ
メ

6
方-

池

延-

寿
ノ

硯

方
池

延
寿
の
硯

峰

7
積-

雪

読-

書
ノ

膏

積
雪

読
書
の
膏

昌

渭

（
３
）

8
風-

竹

蒼-

煙

簇
ル

風
竹

蒼
煙
簇
が
る

御

ー

9
庭-

松

杜-

宇

囂

庭
松

杜
宇
囂
し

外

10（

）
蘇
軾
「
酒
醒
風
動
竹
、
夢
断
月
窺
楼
」
（
次
韻
陽
行
先
）。

1
（

）
遊
息
、
ま
た
漂
泊
失
意
。
『
詩
経
・
衡
門
』
「
衡
門
之
下
、
可
以
棲

2

遅
」
。

（

）
灯
の
油
、
蘭
膏
。
「
蘭
膏
明
燭
、
華
容
備
些
」
（
楚
辞
・
招
魂
）
。

3

蘇
軾
「
十
年
読
易
費
膏
火
、
尽
日
吟
詩
愁
肺
肝
」（
送
蜀
僧
去
塵
）
。

楚-

青

淮-

碧
ハ

昼

楚
青

淮
碧
は
昼

竹

（
４
）

11

涇-

濁

渭-

清
ハ

篙

涇
濁

渭
清
は
篙

良

12
釣

ルレ

位
ヲ

餌
レ

仁
ヲ

呂

位
を
釣
る

仁
を
餌
に
す
る
呂

重

ス
ル

ー

13
網

メレ

宗
ヲ

墻
レ

面
ニ

陶

宗
を
網
し
て
面
に
墻
す
る
陶

澗

ス
ル

ー

（
５
）

14

ー

聯
ヌレ

芳
ヲ

僧-

宝
ノ

菊

芳
を
聯
ぬ

僧
宝
の
菊

雲

（
６
）

15
索

ムレ

笑
ヲ

独-

尊
ノ

桃

笑
を
索
む

独
尊
の
桃

岳

16
易

フレ

地
ヲ

眼-

中
ノ

竺

地
を
易
ふ

眼
中
の
竺

節

ー

17
蓋

フレ

天
ヲ

胸-

次
ノ

敖

天
を
蓋
ふ

胸
次
の
敖

峰

ー

（
７
）

18
霜-

余

山

打-

睡

霜
余

山
は
打
睡

渭

（
８
）

19
澆-

季

道

奢-

豪

澆
季

道
は
奢
豪

御

（
９
）

20（

）
淮
河
の
色
、
孟
郊
「
江
潮
清
翻
翻
、
淮
潮
碧
徐
徐
」
（
忽
不
貧
喜

4

廬
仝
書
船
帰
洛
）
な
ど
。
楚
青
と
は
楚
の
山
ま
た
木
々
の
色
。
権

徳
輿
「
月
暁
蜀
江
迥
、
猿
啼
楚
樹
青
」（
送
陸
拾
遺
祇
召
赴
行
在
）
。

（

）
学
ば
ず
し
て
不
知
な
る
こ
と
。
『
書
経
』
に
「
不
学
墻
面
、
莅
事

5

惟
煩
」
（
周
官
）。
た
だ
し
こ
こ
は
面
壁
の
意
で
達
磨
祖
師
の
こ
と

を
以
て
陶
淵
明
を
詠
む
か
。

（

）
諸
共
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
。
仁
如
「
欲
知
始
祖
単
伝
旨
、
五
葉

6

聯
芳
自
一
花
」
（
津
陽
高
槻
村
槐
林
禅
寺
者
（
以
下
略
）
）
。
僧
宝
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は
僧
衆
の
こ
と
。

（

）
廬
山
。
秦
の
博
士
で
あ
る
廬
敖
が
専
横
な
始
皇
帝
を
避
け
て
故
山

7

に
隠
遁
し
た
。
後
に
故
山
が
廬
山
と
改
名
さ
れ
た
。
蘇
軾
「
我
欲

贏
糧
往
問
道
、
未
応
挙
臂
辞
廬
敖
」
（
趙
閲
道
高
斎
）。
こ
こ
は
廬

山
の
高
さ
を
い
う
。

（

）
霜
が
降
る
冬
の
山
は
眠
る
よ
う
だ
。
郭
煕
「
冬
山
惨
憺
而
如
睡
」

8

（
山
水
訓
）。

（

）
道
徳
の
乱
れ
た
末
世
。
瑞
渓
周
鳳
「
六
籍
一
秦
澆
季
年
、
常
愁
竹

9

帛
化
成
煙
」
（
心
田
重
和
禅
字
韻
十
首
見
寄
）。
こ
こ
は
宗
教
界
の

堕
落
を
戒
め
た
も
の
か
。

駐
ムレ

蝶
ヲ

牡-

丹-

院

蝶
を
駐
む

牡
丹
院

外

21
翻

フレ

鷗
ヲ

鴨-

緑
ノ

濤

鷗
を
翻
ふ

鴨
緑
の
濤

竹

（
１
０
）

22
湘-

遊

遊
レ

目
ヲ

甫

湘
遊

目
を
遊
ば
し
む
る
甫

良

シ
ム
ル

23
魏-

志

志
レ

功
ヲ

曹

魏
志

功
を
志
す
曹

雲

シ
ル
ス

24
花-

陣

梅

殊
ニ―

絶

花
陣

梅
は
殊
に
絶
る

澗

ス
ク
ル

す
ぐ

25
蘆-

湾

竿

手
ラ―

操
ル

蘆
湾

竿
は
手
づ
か
ら
操
る

節

26
晒

メレ

簑
ヲ

漁

逐
フレ

照

簑
を
晒
し
て
漁
は
照
を
逐
ふ

岳

ー

ヲ

27
彩

メレ

縞

鶴

鳴
クレ

皐

縞
を
彩
し
て
鶴
は
皐
に
鳴
く

宮

ー

ヲ

ー

ニ

（
１
１
）

28

膾
レ

口
ニ

林

詩-

味

口
に
膾
す

林
が
詩
味

御

ー

ス

ー

カ

（
１
２
）

29
図
レ

形
ヲ

蘇

節-

旄

形
を
図
す

蘇
が
節
旄

渭

ー

ス

ー

カ

（
１
３
）

30（

）
鴨
の
頭
の
よ
う
な
緑
色
の
水
。
蘇
軾
「
小
舟
浮
鴨
緑
、
大
杓
潟
鵞

10

黄
」
（
乗
舟
過
賈
収
水
閣
、
収
不
在
、
見
其
子
、
三
首
、
其
二
）。

（

）
『
詩
経
』
「
鶴
鳴
于
九
皋
、
声
聞
于
野
」
（
子
雅
・
鶴
鳴
）。

11
（

）
北
宋
詩
人
の
林
逋
、
鶴
を
飼
い
、
梅
妻
鶴
子
と
称
さ
れ
る
。
詩
句

12

「
疎
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
（
山
園
小
梅
）
が
絶

唱
と
さ
れ
る
。

（

）
杖
節
の
飾
り
物
。
蘇
武
が
匈
奴
に
捕
ら
わ
れ
、
「
杖
漢
節
牧
羊
、

13

臥
起
操
持
、
節
旄
尽
落
」
（
漢
書
・
蘇
武
伝
）
と
い
う
。
「
図
形
」

と
は
蘇
武
が
麒
麟
閣
に
画
か
れ
た
こ
と
を
指
す
。

利-

奔

登
ル二

断-

壟
ニ一

利
奔

断
壟
に
登
る

峰

（
１
４
）

31
厚-

載

祭
ル二

堅-

牢
ヲ

厚
載

堅
牢
を
祭
る

外

（
１
５
）

32
民-

戸

餉
レ

菑
ニ

閙

民
戸

菑
に
餉
し
て
閙
し

雲

カ
レ
イ
メ

ハ
シ

（
１
６
）

33
女-

糸

帯
テレ

暖
ヲ

繰

女
糸

暖
を
帯
び
て
繰
る

御

ト
ル

34
霧-
間

ニ

容
レ

髪
ヲ

柳

霧
間
に
髪
を
容
る
る
は
柳

竹

ル
ヽ
ハ

35
霎-

外

湿
レ

髭
ヲ

葡

霎
外

髭
を
湿
す
は
葡

岳

ス
ハ

36
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薬-

長
ハ

無-

方
ノ

薬

薬
長
は
無
方
の
薬

節

（
１
７
）

37
刀-
頭

ハ

三-

益
ノ

刀

刀
頭
は
三
益
の
力

澗

（
１
８
）

38
小
―

哉

鵬-

背
ノ

泰

小
し
き
な
る
哉

鵬
背
の
泰

御

シ
キ
ナ
ル

ー

39
瞠-

若

鰐-

睛
ノ

漕

瞠
若
た
り

鰐
睛
の
漕

良

タ
リ

ー

（
１
９
）

40（

）
切
り
立
つ
崖
の
こ
と
。
『
孟
子
・
公
孫
丑
下
』
「
有
賤
丈
夫
焉
、
必

14

求
壟
断
而
登
之
、
以
左
右
望
、
而
罔
市
利
」
。
黄
庭
堅
「
人
登
断

壟
求
、
我
目
帰
鴻
送
」
（
題
王
仲
弓
兄
弟
巽
亭
）。

（

）
大
地
を
い
う
。
『
易
経
・
坤
』
「
坤
厚
載
物
、
徳
合
無
疆
」
。

15
（

）
新
た
に
開
墾
し
た
田
地
。
『
三
体
詩
』
に
所
収
さ
れ
る
王
維
「
積

16

雨
空
林
煙
火
遅
、
蒸
藜
炊
黍
餉
東
菑
」
（
積
雨
輞
川
荘
）
を
踏
ま

え
る
か
。

（

）
酒
。
『
漢
書
・
食
貨
志
下
』
「
酒
、
百
薬
之
長
、
嘉
会
之
好
」
。

17
（

）
刀
頭
は
「
還
」
の
隠
語
。
『
漢
書
・
李
陵
伝
』
「
漢
武
帝
時
李
陵
敗

18

降
匈
奴
、
昭
帝
即
位
、
遣
陵
故
人
任
立
政
等
三
人
至
匈
奴
招
陵
。

（
中
略
）
立
政
等
見
陵
、
未
得
私
語
、
即
目
視
陵
、
而
数
数
自
循

其
刀
環
、
握
其
足
、
陰
諭
之
、
言
可
還
漢
也
」
。
三
益
は
三
人
の

旧
友
を
指
す
。

（

）
『
荘
子
』
「
及
奔
逸
絶
塵
、
而
回
瞠
若
乎
後
者
、
夫
子
不
言
而
信
」

19

（
外
篇
・
田
子
方
）
。
「
鰐
睛
」
に
関
し
て
典
拠
は
不
明
、
後
考
を

待
つ
。

鏡
ハ

昨-

非

今-

是

鏡
は
昨
非

今
是

渭

（
２
０
）

41

鞋
ハ

朝-

苦

暮-

労

鞋
は
朝
苦

暮
労

節

42
行
―

歌
テ

樵

覚
フレ

陸

行
く
ゆ
く
歌
ひ
て
樵
陸
か
と
覚
ふ

御

〳
〵

カ
ト

43
巧
―

織
テ

妾

思
レ

滔

巧
み
に
織
り
て
妾
滔
を
思
ふ

雲

ミ
ニ

ー

ヲ

44
艶-

簡

老
テ

羞
ツレ

看

艶
簡

老
い
て
看
る
こ
と
を
羞
づ

外

ル
ヿ
ヲ

45
雅-

筵

友

喜
フレ

遭

雅
筵

友
遭
ふ
を
喜
ぶ

節

フ
ヲ

46
郷-

談

窓

既
ニ―

白

郷
談

窓
既
に
白
け
な
ん
と
す

岳

ケ
ナ
ン
ト
ス

（
２
１
）

47
涼-

意

暑

皆
―

鏖

涼
意

暑
皆
鏖
に
す

竹

シ
ニ
ス

48
帰-

燕

辞
レ

楓
ヲ

去

帰
燕

楓
を
辞
し
去
る

重

ー

シ

49
哀-

猿

懸
テレ

樹
ニ

号
フ

哀
猿

樹
に
懸
け
て
号
ふ

御

50（

）
す
っ
か
り
変
貌
す
る
こ
と
。
陶
淵
明
「
迷
途
其
未
遠
、
覚
今
是
而

20

昨
非
」
（
帰
去
来
辞
）。
こ
こ
は
鏡
を
見
て
姿
が
変
わ
り
果
て
た
こ

と
に
気
づ
く
。

（

）
方
言
、
故
郷
の
訛
り
。
釈
文
礼
「
咄
咄
胡
僧
、
歯
欠
面
黒
。
満
口

21

郷
談
、
無
人
訳
得
」
（
六
代
祖
師
賛
、
其
一
）。

孤-

衾

知
ル二

是

鉄
一

孤
衾

是
鉄
な
る
こ
と
を
知
る

良

ー
ナ
ル
ヿ
ヲ

51
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文-

字

孰
レ

于
レ

糟

文
字

糟
に
孰
れ

雲

イ
ツ
レ

ニ

ー

い
づ

52
学-
海

測

無
シレ

底

学
海

測
る
に
底
無
し

宮

ル
ニ

コ

53
機-

関

透
テ

也-

褒

機
関

透
り
て
ま
た
褒
む

外

（
２
２
）

54
済

ハ

心
＿

虚

作
ルレ

賊

済
は
心
虚
は
り
て
賊
と
作
る

竹

ハ
リ
テ

ー

ト

（
２
３
）

55
尭

ハ

徳
ノ

輶

如
シレ

毛
ノ

尭
は
徳
の
輶
き
こ
と
毛
の
如
し

重

キ
ヿ

（
２
４
）

56
賢-

路

失
ス二

唐-

歩
ヲ一

賢
路

唐
歩
を
失
す

御

57
俗-

風

嫌
フ二

越-

臊
ヲ一

俗
風

越
臊
を
嫌
ふ

良

58
種

フレ

魚
ヲ

家-

計
ノ

范

魚
を
種
ふ

家
計
の
范

雲

（
２
５
）

59
施

スレ

馬
ヲ

閣-

郎
ノ

綯

馬
を
施
す

閣
郎
の
綯

峰

（
２
６
）

60（

）
『
碧
巌
録
・
第
三
十
九
』
「
也
褒
也
貶
、
両
采
一
賽
。
将
錯
就
錯
、

22

是
什
麽
心
行
」
。

（

）
『
景
徳
伝
灯
録
・
臨
済
禅
師
』
「
臨
済
大
似
白
拈
賊
」。

23
（

）
『
詩
経
』
「
人
亦
有
言
、
徳
輶
如
毛
、
民
鮮
克
挙
之
」
（
大
雅
・
烝

24

民
）
。
張
華
「
仁
道
不
遐
、
徳
輶
如
羽
」（
文
選
・
励
志
詩
）。

（

）
蘇
軾
「
何
日
五
湖
従
范
蠡
、
種
魚
万
尾
橘
千
頭
」
（
次
韻
送
張
山

25

人
帰
彭
城
）。
范
蠡
が
貨
殖
に
長
じ
た
。

（

）
唐
宰
相
の
令
狐
綯
。
李
商
隠
「
郎
君
官
貴
施
行
馬
、
東
閣
無
因
再

26

得
窺
」
（
九
日
）。

蓮
ニ

有
二

暍-

人
ノ

愛

蓮
に
暍
人
の
愛
有
り

外

エ
ツ

（
２
７
）

61
杏

ハ

銘
ス二

浪-

士
ノ

聱

杏
は
浪
士
の
聱
に
銘
ず

澗

（
２
８
）

62
智-

灯

挑
ケ

不
レ

尽

智
灯

挑
げ
尽
く
さ
ず

岳

63
壮-

筆

痒

能
―

掻
ク

壮
筆

痒
が
り
能
く
掻
く

御

カ
リ

64
吟-

履

免
ル二

顛-

蹶
ヲ一

吟
履

顛
蹶
を
免
る

峰

（
２
９
）

65
畢-

琵

雑
ユ二

切-

嘈
ヲ一

畢
琵

切
嘈
を
雑
ゆ

雲

（
３
０
）

66
相
レ

攸

兜-

率
ノ

伝

攸

を
相
る

兜
率
の
伝

良

ミ
ル

ロ
ヲ

ー

と
こ
ろ

（
３
１
）

67
問

フレ

道
ヲ

薬-

山
ノ

翺

道
を
問
ふ

薬
山
の
翺

竹

（
３
２
）

68
瓶-

水

建
二

洋

大
一

瓶
水

洋
の
大
な
る
を
建
す

澗

ユ
キ
ス

ー

ノ

ナ
ル
ヲ

ゆ
き

69
茶-

漚
ヲ

聞
ク二

瀑
ノ

熬
一

茶
漚

瀑
の
熬
る
を
聞
く

切

ル
ヲ

に

70（

）
熱
中
症
の
人
。
「
武
王
蔭
暍
人
于
樾
下
、
左
擁
而
右
扇
之
、
而
天

27

下
懐
其
徳
」
（
淮
南
子
・
人
間
訓
）。
蓮
を
愛
し
た
の
は
そ
の
姿
が

す
が
す
が
し
い
か
ら
か
。

（

）
杏
は
酒
の
意
。
社
日
の
酒
は
聾
を
治
す
と
い
う
。
宋
・
方
岳
「
邂

28
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逅
治
聾
酒
、
春
風
免
破
除
」
（
社
日
次
韻
）
他
。

（

）
躓
き
倒
れ
る
。
「
顛
蹶
之
請
、
望
拝
之
謁
、
雖
得
則
薄
矣
」
（
戦
国

29

策
・
斉
策
三
）。
こ
こ
は
詩
人
の
足
取
り
を
い
う
。

（

）
白
居
易
「
大
弦
嘈
嘈
如
九
前
、
小
弦
切
々
如
私
語
」（
琵
琶
行
）。

30
（

）
好
い
土
地
な
ど
場
所
を
見
定
め
る
。
蘇
軾
「
余
齢
会
有
適
、
独
往

31

豈
相
攸
」（
正
輔
既
見
和
復
次
前
韻
）。「
兜
率
」
は
兜
率
天
、「
伝
」

と
の
組
合
せ
は
不
明
。

（

）
唐
代
禅
師
の
薬
山
惟
儼
。
学
者
の
李
翺
が
道
を
問
う
た
と
い
う
。

32

釈
紹
曇
「
天
本
蔵
雲
、
瓶
元
貯
水
。
不
会
看
経
、
那
堪
指
示
。
寄

語
唐
朝
李
相
公
、
只
須
著
眼
聴
松
風
」
（
李
翺
見
薬
山
図
賛
）。

万-

杉

廬-

勝

幾
ソ

万
杉

廬
勝
幾
ば
く
ぞ

雲

ー

（
３
３
）

71
斗-

米

雪-

頭

淘
ル

斗
米

雪
頭
淘
る

澗

ー

（
３
４
）

ゆ

72
漏-

杓

舀
二

知-

識
ヲ一

漏
杓

知
識
を
舀
む

外

ク
ム

73
挽-

詞

賦
フ

反-

騒
ヲ一

挽
詞

反
騒
を
賦
す

岳

（
３
５
）

74
宦-

情

蠅

鑽
ルレ

紙
ヲ

宦
情

蠅
紙
を
鑽
る

渭

（
３
６
）

75
宴-

飲

蟻

浮
フレ

醪

宴
飲

蟻
醪
に
浮
か
ぶ

宮

76
中

テレ

矩
ニ

旋
ル二

陳-

跡
ヲ一

矩
に
中
り
て
陳
跡
を
旋
る

峰

（
３
７
）

77
運

メレ

籌
ヲ

備
フ二

武-

韜
ヲ一

籌
を
運
ら
し
て
武
韜
を
備
ふ

竹

（
３
８
）

78

跖

顔

函

与
レ

矢

跖
顔

函
と
矢
と

重

ー

ー

ト

79
雎

賈

忻

酬
フレ

袍
ヲ

雎
賈

忻
袍
を
酬
ふ

澗

ー

ー

（
３
９
）

80（

）
廬
山
に
あ
る
万
杉
院
、

万
杉
禅
寺
。
王
十
朋
「
廬
山
三
百
六
十

33

所
、
長
有
神
光
照
万
杉
」
。

（

）
雪
頭
は
不
明
。
雪
は
禅
師
雪
峰
義
存
か
。
『
碧
巌
録
・
雪
峰
尽
大

34

地
』
「
一
日
洞
山
問
雪
峰
、
作
什
麽
。
峰
云
、
淘
米
。
山
云
、
淘

沙
去
米
、
淘
米
去
沙
。
峰
云
、
沙
米
一
斉
去
」。

（

）
「
反
離
騒
」
、
楊
雄
の
賦
の
篇
名
、
「
離
騒
」
を
著
し
た
屈
原
を
弔

35

う
。

（

）
ま
ず
「
蠅
」
が
連
想
さ
れ
た
の
は
、
前
句
の
賦
の
つ
な
が
り
で
、

36

欧
陽
脩
に
「
憎
蒼
蠅
賦
」
が
あ
る
。
ま
た
「
鑽
紙
」
は
古
書
の
み

に
没
頭
す
る
こ
と
を
い
う
。
宋
王
洋
「
当
年
困
流
俗
、
鑽
紙
如
痴

蠅
」
（
次
韻
政
老
夜
坐
有
懐
）
。

（

）
『
韓
詩
外
伝
』
に
「
行
歩
中
規
、
折
旋
中
矩
」
と
見
え
、
折
旋
と

37

い
う
古
代
の
礼
儀
の
作
法
が
基
準
に
合
う
こ
と
か
。

（

）
「
六
韜
」
と
い
う
兵
法
の
一
つ
、
呂
望
撰
と
さ
れ
、
太
公
兵
法
と

38

も
。
張
良
が
若
い
時
こ
の
太
公
兵
法
を
授
け
ら
れ
学
び
、
後
に
「
運

筹
策
帷
帳
中
」
（
史
記
・
留
侯
世
家
）
と
い
う
。

（

）
戦
国
時
代
の
范
雎
と
須
賈
。

范
雎
は
曾
て
須
賈
に
仕
え
て
い
た

39

が
、
須
賈
に
讒
言
さ
れ
て
処
罰
を
受
け
さ
せ
ら
れ
死
ぬ
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
魏
の
国
を
逃
げ
だ
し
、
姓
名
を
変
え
秦
に
仕

え
た
。
後
に
魏
の
使
者
と
し
て
秦
に
来
た
須
賈
に
、
范
雎
は
わ
ざ

と
み
す
ぼ
ら
し
い
服
装
を
来
て
会
い
に
行
く
と
、
故
人
だ
と
気
づ

か
な
か
っ
た
須
賈
は
そ
の
寒
き
を
憐
れ
み
、
袍
を
贈
っ
た
と
い
う
。



- 74 -

綈
袍
恋
恋
。

巒

豈
ニレ

汙
二

秦

垢
ニ一

巒
は
豈
に
秦
の
垢
に
汙
れ
ん
や

御

ヤ

レ
ン

ー

ノ

け
が

81
齢

ハ

其

希
フ二

閬

尻
一

齢
は
そ
の
閬
の
尻
を
希
ふ

澗

ー

ノ

ー

ヲ

（
４
０
）

82
怕

ルレ

寒
ヲ

南
ニ

翥
ル

鷓

寒
き
を
怕
る

南
に
翥
ぶ
鷓

外

お
そ

83
追

フレ

電
ヲ

北
ニ―

嘶
フ

驁

電
を
追
ふ

北
に
嘶
ぶ
驁

節

（
４
１
）

む
せ

84
侵

スレ

座
ヲ

四-

囲
ノ

草

座
を
侵
す

四
囲
の
草

岳

85
靠
レ

床
ニ

七-

尺
ノ

蒿

床
に
靠
く

七
尺
の
蒿

澗

カ
ク

(

た
が
ふ
カ)

86
禅-

禅

難-

易
ノ

蜀

禅
禅

難
易
の
蜀

雲

ー

87
漾-

漾

圉-

洋
ノ

濠

漾
漾

圉
洋
の
濠

節

ー

（
４
２
）

88
流
―

涸
テ

琴

亡

矣

流
涸
れ
て
琴
亡
ひ
た
り

良

ー

ヒ
タ
リ

う
し
な

89
村
―

昬
テ

笛

患
ヒ

忉

村
昬
れ
て
笛
患
ひ
忉
た
り

竹

ー
タ
リ

90（

）
罔
閬
か
。
『
史
記
・

孔
子
世
家
』
「
木
石
之
怪
夔
、
罔
閬
水
之
怪

40

龍
」
。
ま
た
崑
崙
山
の
閬
風
巓
か
。
「
閬
尻
」
の
用
例
は
未
見
、
後

考
を
待
つ
。

（

）
逐
電
、
馬
の
俊
足
を
譬
え
る
。
陸
游
「
冬
夜
走
馬
城
東
回
、
追
風

41

逐
電
何
雄
哉
」
（
城
東
酔
帰
深
夜
復
呼
酒
作
此
詩
）
。
「
北
嘶
」
も

馬
の
動
作
。
杜
甫
「
我
馬
向
北
嘶
、
山
猿
飲
相
喚
」
（
白
沙
渡
）。

（

）
圉
圉
洋
洋
。
蘇
軾
「
濊
濊
発
発
須
臾
間
、
圉
圉
洋
洋
尋
丈
外
」（
西

42

湖
秋
涸
、
東
池
魚
窘
甚
、
因
会
客
、
呼
網
師
遷
之
西
池
、
為
一
笑

之
楽
。
夜
帰
、
被
酒
不
能
寐
、
戯
作
放
魚
一
首
）。

駕

言

頻
ニ

喚
フレ

犢

駕
せ
よ
言
れ

頻
り
に
犢
を
喚
ぶ

岳

ー
セ
ヨ
ク
レ

ー

ヲ

（
４
３
）

91
奇-

怪

肆

連
ヌレ

鼇

奇
怪

肆

に
鼇
を
連
ぬ

澗

マ
ヽ
ニ

ー

ヌ

ほ
し
い
ま
ま

（
４
４
）

92
洲

ハ―

十

具-

瞻
ノ

地

洲
は
十

具
瞻
の
地

峰

（
４
５
）

93
夕

へ―

多
ハ

空-

跫
ノ

畤

夕
べ
多
は

空
跫
の
畤

雲

カ
セ

94
輦-

蹤

苔

半
―

碾
ル

輦
蹤

苔
は
半
ば
碾
る

外

95
金-

相

蔗

何
―

撓

金
相

蔗
は
何
ぞ
撓
ま
ん

御

マ
ン

96
善-

葉

分-

身
ノ

鹿

善
葉

分
身
の
鹿

節

97
野-

生

伝
ルレ

実
ヲ

猱

野
生

実
を
伝
ふ
る
猱

竹

98
荷

テレ

恩
ヲ

寧
ロレ

倦
ンレ

重

恩
を
荷
ひ
て
寧
ろ
重
き
に
倦
ま
ん
や

宮

ヤ

キ
ニ

99
本
レ

直

毎
ニ

忘
ルレ

饕
ヲ

直
を
本
と
し
て
毎
に
饕
を
忘
る

良

ト
メ

ー

ヲ

（
４
６
）

100（

）
『
詩
経
・
邶
風
』
「
駕
言
出
遊
、
以
写
我
憂
」
（
泉
水
）
。

43
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（

）
『
列
子
・
湯
問
』
「
有
大
人
、
挙
足
不
盈
数
千
而
曁
五
山
之
所
、
一

44

釣
而
連
六
鼇
」
。
李
白
「
釣
水
路
非
遠
、
連
鼇
意
何
深
」
（
贈
臨
祇

県
令
皓
弟
）。

（

）『
詩
経
・
小
雅
・
節
南
山
』「
節
彼
南
山
、
維
石
岩
岩
。
赫
赫
師
尹
、

45

民
具
爾
瞻
」
。
衆
望
に
望
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
宰
相
を
い
う
。
黄

庭
堅
「
傷
心
具
瞻
地
、
無
復
袞
衣
来
」
（
王
文
恭
公
挽
詞
二
首
、

其
二
）。

（

）
貪
欲
な
人
、
ま
た
食
を
嗜
む
人
。『
韓
非
子
・
亡
徴
』
「
饕
貪
而
無

46

厭
、
近
利
而
好
得
者
、
可
亡
也
」
。
こ
こ
は
剛
直
さ
を
守
り
、
貪

欲
さ
を
排
除
す
る
意
か
。

歌
第
五

慶
長
十
八
年
十
月
二
十
七
日

梅
ハ

依
テレ

誇
二

御-

愛
ニ一

梅
は
御
愛
に
誇
る
に
依
り
て

ル
ニ

（
１
）

1
非

スレ

小
ニ

帯
フ二

春-

和
ヲ一

小
に
非
ず

春
和
を
帯
ぶ

圭

（
２
）

2
林

ハ

未
タレ

散
二

清-

影
ヲ一

林
は
未
だ
清
影
を
散
ぜ
ず

ー

セ

（
３
）

3
介
レ

間
ニ

漏
ス二

月-

娥
ヲ一

間
に
介
ま
り
て
月
娥
を
漏
ら
す

澗

ハ
サ
マ
リ
テ

4
湖-

湘
ハ

詩
ノ

態-

度

湖
湘
は
詩
の
態
度

御

（
４
）

5
支

日

蔵
ス二

修-

多
ヲ一

支
日

修
多
を
蔵
す

心

ー

ー

（
５
）

6
襯
レ

雪
ヲ

鶯-

衣

凍
ル

雪
を
襯
に
し
て
鶯
衣
凍
る

節

ニ
メ

（
６
）

7

駕
メレ

風
ニ

蝶-

輦

過

風
に
駕
し
て
蝶
輦
過
ぐ

雲

8
名

ハ―

芳
シ

精
レ

菊
ニ

亮

名
は
芳
し

菊
に
精
た
る
亮

竹

ー
タ
ル

9
語

ハ

麗

絢
レ

花
ヲ

坡

語
は
麗
し

花
を
絢
な
す
坡

良

ハ
シ
ア
ヤ
ナ
ス

ー

あ
や

10（

）
菊
花
の
種
類
。
蘭
坡
「
凄
涼
南
聞
無
人
至
、
籬
落
霜
寒
御
愛
黄
」

1

（
楊
妃
菊
）。

（

）
小
春
日
和
。
范
成
大
「
菊
催
重
九
近
、
梅
占
小
春
先
」
（
東
宮
寿

2

詩
）
。
同
じ
く
宋
代
の
陳
允
平
「
寒
軽
菊
未
残
、
春
小
梅
初
破
」（
満

路
花
）
な
ど
。
本
作
の
時
期
は
十
月
末
な
の
で
「
小
春
」
と
は
や

や
言
い
が
た
い
が
、
そ
れ
で
も
春
の
陽
気
を
帯
び
、
梅
が
咲
く
と

い
う
。

（

）
清
朗
な
月
光
。
杜
甫
「
陰
壑
生
虚
籟
、
月
林
散
清
影
」
（
遊
龍
門

3

奉
先
寺
）
。
こ
こ
は
月
の
光
が
漏
れ
出
る
程
度
で
、
ま
だ
林
間
に

あ
ま
ね
く
注
い
で
い
な
い
情
景
を
い
う
。

（

）
す
が
た
、
趣
き
、
勢
い
。
韓
愈
「
君
詩
多
態
度
、
藹
藹
春
空
雲
」

4

（
酔
贈
張
秘
書
）
。

（

）
中
国
と
日
本
。
修
多
は
仏
典
。

5
（

）
策
彦
周
良
「
半
恨
東
風
半
北
風
、
叢
叢
襯
雪
牡
丹
紅
」
（
雪
内
牡

6

丹
）
な
ど
、
雪
を
背
景
に
す
る
、
雪
を
比
較
の
対
象
と
す
る
の
意

味
。
「
雲
其
花
錦
襯
（
雲
は
其
れ
花
錦
の
襯
）
」
（
天
正
十
九
年
四

月
和
漢
千
句
第
八
百
韻
）
な
ど
、
和
漢
聯
句
に
用
例
が
多
く
見
ら

れ
る
。

文-

璧

費
ス二

心-
匠

ヲ一

文
璧

心
匠
を
費
や
す

賡

（
７
）

11
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官-

茶

降
ス二

睡-

魔
ヲ一

官
茶

睡
魔
を
降
す

洪

（

８

）

12
挑

テレ

灯
ヲ

廬-

瀑

漲
ル

灯
を
挑
み
て
廬
瀑
漲
る

緒

13
下-

米

渭-
流

沱

下
米

渭
流
沱
た
り

圭

ア

メ

ー
タ
リ

あ

め

14
南-

嶽

屠
ルレ

牛
ヲ

呂

南
嶽

牛
を
屠
る
呂

澗

ー

（

９

）

15
西-

天

化
レ

鹿
ト

迦

西
天

鹿
と
化
す
る
迦

御

ー
ス
ル

ー

16
幢

揺
テ

知
ル二

法-

苑
ヲ一

幢
揺
れ
て
法
苑
を
知
る

雲

17
機-

弁

蔑
二

懸-

河
ヲ一

機
弁

懸
河
を
蔑
ろ
に
す

竹

シ
ロ
ニ
ス

（
１
０
）

な
い
が
し

18
雲

ハ

囲-

繞
ス

予
カ

室
ヲ一

雲
は
予
が
室
を
囲
繞
す

良

19
涯

棲-

遅
ス

故-

窠
ニ一

涯
は
故
窠
に
棲
遅
す

賡

ー

ハ

（
１
１
）

20（

）
荊
文
璧
、
和
氏
璧
。
廬
諶
「
恨
無
随
侯
珠
、
以
酬
荊
文
璧
」
（
文

7

選
・
答
魏
子
悌
詩
）
。
ま
た
心
匠
は
意
匠
工
夫
。
劉
禹
錫
「
丞
相

新
家
伊
水
頭
、
智
嚢
心
匠
日
増
修
」
（
和
思
黯
憶
南
荘
見
示
）。

（

）
蘇
軾
「
争
新
買
寵
各
出
意
、
今
年
斗
品
充
官
茶
」
（
茘
枝
嘆
）。

8
（

）
呂
尚
太
公
望
が
周
に
仕
え
る
前
に
朝
歌
で
牛
を
殺
し
て
生
業
と
し

9

た
。『
韓
詩
外
伝
』「
太
公
望
少
為
人
婿
、
老
而
見
去
、
屠
牛
朝
歌
」
。

「
南
嶽
」
は
衡
山
、
太
公
望
の
故
事
と
の
関
係
は
不
明
。

（

）
弁
舌
を
振
る
う
さ
ま
。
『
世
説
新
語
・
賞
誉
』
「
郭
子
玄
語
議
如
懸

10

河
潟
」
。
『
臨
済
録
』
「
我
亦
不
取
爾
辯
似
懸
河
。
我
亦
不
取
爾
聰

明
智
慧
。
唯
要
爾
眞
正
見
解
」
。

（

）
遊
息
す
る
こ
と
。『
詩
経
・
国
風
』「
衡
門
之
下
、
可
以
棲
遅
」（
衡

11

門
）
。
特
に
宋
詩
に
用
例
が
多
い
。
黄
庭
堅
「
棲
遅
林
丘
下
、
欲

濯
無
塵
纓
」
（
平
陰
張
澄
居
士
隠
処
三
詩
、
其
三
亨
泉
）。

隠-

淪

求
ムレ

底
レ

豫

隠
淪

豫
び
を
底
す
こ
と
を
求
む

洪

ス
ヿ
ヲ

ヒ
ヲ

よ
ろ
こ

い
た
（
１
２
）

21
方-

相

進
ムニ

駆-

儺
ヲ一

方
相

駆
儺
を
進
む

澗

（
１
３
）

22
秋-

暑

虎

残
スレ

患
ヲ

秋
暑

虎
は
患
を
残
す

圭

23
暖-

檐

禽

発
スレ

歌
ヲ

暖
檐

禽
は
歌
を
発
す

御

24
緑
―

肥
ヲ

山

豈
ニレ

痩
ン

緑
肥
え
て

山
は
豈
に
痩
せ
ん
や

竹

ヤ

25
蕉

稚

雨

従_

他

蕉
稚
に
し
て
雨

従

他

雲

ー

メ

サ
モ
ア
レ
ハ
ア
レ

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

26
妾

ハ

溺
ル二

断-

腸
ノ

水
ニ一

妾
は
断
腸
の
水
に
溺
る

賡

27
王

ハ

傾
ク二

索
ルレ

笑
ヲ

渦
一

王
は
笑
を
索
む
る
渦
に
傾
く

御

ー

ニ

も
と
（
１
４
）

28
偽-
烽

蛍

毎
ニ―

挙
ク

偽
烽

蛍
は
毎
に
挙
ぐ

澗

29
垂-

露

兔

頻
ニ

呵

垂
露

兔
は
頻
に
呵
す

洪

ー

ス

30
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（

）
喜
び
を
得
る
こ
と
。
『
孟
子
・
離
婁
上
』「
舜
尽
事
親
之
道
、
而
瞽

12

瞍
底
豫
。
瞽
瞍
底
豫
而
天
下
化
。
瞽
瞍
底
豫
而
天
下
之
為
父
子
者

定
。
此
之
謂
大
孝
」
。

（

）
疫
病
の
悪
鬼
や
山
川
の
妖
怪
な
ど
を
駆
除
す
る
神
霊
。
『
後
漢
書

13

・
礼
儀
下
』
「
先
臘
一
日
、
大
儺
、
謂
之
逐
疫
。
（
中
略
）
方
相
氏

黄
金
四
目
、
蒙
熊
皮
、
玄
衣
朱
裳
、
執
戈
揚
盾
」
。

（

）『
呂
氏
春
秋
』「
幽
王
撃
鼓
、
諸
侯
之
兵
皆
至
、
褒
姒
大
説
、
喜
之
。

14

幽
王
欲
褒
姒
之
笑
也
、
因
数
撃
鼓
、
諸
侯
之
兵
数
至
而
無
寇
」
。

蘭-

渚

相
ルレ

攸

済

蘭
渚

攸
を
相
る
済

雲

ロ
ヲ

ー

31
崧-

峰

面
レ

辟
ニ

磨

崧
峰

辟
に
面
す
る
磨

良

ー
ス
ル

ー

32
宴-

安

雖
レ

中
レ

毒
ニ

宴
安

毒
に
中
る
と
雖
も

澗

ル
ト

（
１
５
）

33
廷-

試

已
ニ

登
ルレ

科

廷
試

已
に
科
に
登
る

圭

ー

ニ

34
槐-

北

夏

疎
レ

扇
ヲ

槐
北

夏
は
扇
を
疎
ん
ず

賡

ン
ズ

（
１
６
）

35
樹-

東

朝
ニ

晒
スレ

簑
ヲ

樹
東

朝
に
簑
を
晒
す

御

36
舂-

鋤

誰
カ

付
スレ

鷺
ニ

舂
鋤

誰
か
鷺
に
付
す

雲

（
１
７
）

37
脂-

粉

動

粧
フレ

蛾

脂
粉

動
す
れ
ば
蛾
を
粧
ふ

洪

ス
レ
ハ

や
や
も

38
燕

趙

収-

蔵
ノ

鏡

燕
趙

収
蔵
の
鏡

竹

（
１
８
）

39

魯

鄲

冤-

対
ノ

亀

魯
鄲

冤
対
の
亀

雲

ー

サ
ケ

（
１
９
）

40（

）
安
逸
に
し
て
享
楽
的
。『
漢
書
・
景
十
三
王
伝
賛
』
「
是
故
古
人
以

15

宴
安
為
鴆
毒
、
亡
徳
而
富
貴
、
謂
之
不
幸
」
。

（

）
槐
の
北
、
槐
の
元
の
意
か
。
『
周
礼
・
秋
官
・
朝
士
』
「
朝
士
、
掌

16

建
邦
外
朝
之
法
、
左
九
棘
、
孤
卿
大
夫
位
焉
。
群
士
在
其
後
。
右

九
棘
、
公
、
侯
、
伯
、
子
、
男
位
焉
。
群
吏
在
其
後
。
面
三
槐
、

三
公
位
焉
」
。
鄭
玄
注
に
「
槐
之
言
懐
也
、
懐
来
人
於
此
、
欲
与

之
謀
」
。
前
句
の
「
登
科
」
を
受
け
て
、
重
要
な
地
位
を
占
め
る

臣
下
の
意
。

（

）
舂
と
鋤
、
農
具
を
い
う
。
黄
庭
堅
詩
に
「
水
遠
山
長
双
属
玉
、
身

17

閑
心
苦
一
舂
鋤
」
（
池
口
風
雨
留
三
日
）
な
ど
数
例
あ
る
。
欧
陽

脩
「
況
有
西
隣
隠
君
子
、
軽
簑
短
笠
伴
舂
鋤
」（
書
懐
）。

（

）
燕
国
と
趙
国
。
こ
こ
は
美
人
の
意
。
『
文
選
・
古
詩
十
九
首
』
「
燕

18

趙
多
佳
人
、
美
者
顔
玉
玉
」
（
東
城
高
且
長
）。

（

）
魯
国
と
趙
国
の
邯
鄲
。

魯
の
酒
は
味
が
薄
い
。
『
荘
子
・
胠
篋
』

19

「
唇
竭
則
歯
寒
、
魯
酒
薄
而
邯
鄲
囲
、
聖
人
生
而
大
盗
起
」
。
思

わ
ざ
る
禍
を
蒙
る
譬
え
。
黄
庭
堅
「
魯
酒
囲
邯
鄲
、
老
亀
禍
枯
桑
」

（
観
秘
閣
蘇
子
美
題
壁
及
中
人
張
侯
家
墨
跡
十
九
紙
率
同
舎
銭
才

翁
学
士
賦
之
）。

怒-

潮

舩

後
―

至
ル

怒
潮

舩
は
後
れ
て
至
る

良

レ
テ

41
飛-
雹

玉

前
ニ―

羅

飛
雹

玉
は
前
に
羅
な
る

竹

ナ
ル

つ
ら

42
風
―

翥
テ

紅

繚-
乱

風
翥
び
て
紅
繚
乱

御

と

43



- 78 -

鷗
―

翔
テ

白-

曼-

陀

鷗
翔
び
て
白
曼
陀

澗

44
微-
嵐

鐘

譲
ルレ

歩

微
嵐

鐘
は
歩
を
譲
る

洪

ー

ヲ

45
治-

世

柄

除
クレ

苛
ヲ

治
世

柄
は
苛
を
除
く

圭

（
２
０
）

46
洪

彼
ノ

垂-

鬚-
仏

洪
は
彼
の
垂
鬚
仏

御

ー

ハ

（
２
１
）

47
邢

其

饒-

舌
ノ

婆

邢
は
其
の
饒
舌
の
婆

澗

ー

ハ

（
２
２
）

48
有
―

時
ハ

雷
モ

一-

喝

有
る
時
は
雷
も
一
喝

竹

49
補
―

且

地

三-

摩

補
ひ
て
且
た

地
三
摩

賡

タ

（
２
３
）

50（

）
柄
は
国
柄
、
権
力
。
『
漢
書
・
劉
向
伝
』「
夫
大
臣
操
権
柄
、
持
国

20

政
、
未
有
不
為
害
者
也
」
。

（

）
惠
洪
禅
師
。『
石
門
文
字
禅
』「
海
上
垂
鬚
佛
、
軍
中
有
髪
僧
」（
初

21

渡
海
自
号
甘
露
滅
）。

（

）
義
玄
禅
師
。
『
石
門
文
字
禅
』
「
何
用
老
婆
更
饒
舌
、
暗
中
五
色
自

22

成
文
」
（
送
太
淳
長
老
住
明
教
）。

（

）
三
摩
地
、
三
昧
。
『
石
門
文
字
禅
』
「
一
念
断

縁
、

即
入
三
摩

23

地
」（
次
韻
呉
興
宗
送
従
潙
山
空
印
出
家
）
。「
補
且
」
は
「
且
補
」

の
調
整
か
、
不
明
。
ひ
と
ま
ず
「
補
ひ
て
且
つ
」
と
訓
読
す
る
。

弱-

柳

苦
ム二

牆
ノ

短
ニ一

弱
柳

牆
の
短
き
に
苦
し
む

雲

51

霊-

椿

等
シ二

刹-

那
ニ一

霊
椿

刹
那
に
等
し

竹

52
非
レ

非
ヲ

荘

注
レ

郭
ヲ

非
を
非
と
し
て
荘
は
郭
を
注
す

澗

ト
メ

ー

ス

（
２
４
）

53
幼
レ

幼
ヲ

孔

伝
レ

軻
ニ

幼
を
幼
と
し
て
孔
は
軻
に
伝
ふ

洪

ト
メ

54
雁-

陣

学
フ二

軍-

旅
テ一

雁
陣

軍
旅
を
学
ぶ

御

55
鴻-

門

舞
ス二

太-

阿
ヲ一

鴻
門

太
阿
を
舞
す

雲

（
２
５
）

56
増

自-

然
ノ

弥-

勒

増
は
自
然
の
弥
勒

澗

ー

ハ

57
聃

虚-

無
ノ

摂-

波

聃
は
虚
無
の
摂
波

良

ー

ハ

（
２
６
）

58
顧
レ

生

多
シ二

道-

李

生
を
顧
み
れ
ば
道
李
多
し

圭

レ
ハ

ー

ヲ

59
祝

メレ

聖
ヲ

比
ス二

煙-

籮
ニ一

聖
を
祝
し
て
煙
籮
に
比
す

澗

60（

）
郭
象
が
向
秀
の
『
荘
子
注
』
を
自
作
と
し
た
。
『
世
説
新
語
・
文

24

学
』
「
郭
象
者
、
為
人
薄
行
、
有
俊
才
。
見
秀
義
不
伝
於
世
、
遂

竊
以
為
己
注
」
。

（

）
古
代
の
名
剣
。
『
史
記
・
蘇
秦
列
伝
』
「
韓
卒
之
剣
戟
皆
出
於
冥
山

25

（
中
略
）
龍
淵
、
太
阿
、
皆
陸
断
牛
馬
、
水
截
鵠
雁
」
。

（

）
迦
摂
波
仏
の
こ
と
か
。
聃
は
老
子
、
李
耳
。

26窺
フレ

便
ヲ

民-
家

ノ

燕

便
を
窺
ふ

民
家
の
燕

賡

61
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添
フレ

憂
ヲ

胸-

界
ノ

蝌

憂
を
添
ふ

胸
界
の
蝌

洪

62
半-
論

童

効
フレ

替

半
論

童
は
替
に
効
ふ

雲

63
尤-

氏

孰
カ

如
レ

何

尤
氏

孰
れ
か
何
か
如
か
ん

良

シ
カ
ン

ー

カ

（
２
７
）

64
高-

義

秦

輸
クレ

漢
ニ

高
義

秦
は
漢
に
輸
く

御

ま

65
独-

醒

楚

弔
レ

抽

独
醒

楚
は
抽
を
弔
す

賡

ー

ス

ー

ヲ

66
色

ハ―

華

蘭
―

綷

雉

色
華
し

蘭
の
如
き
綷
る
雉

御

ノ
如
キ
ア
ヤ
マ
ル

う
る
は

あ
や
ま

67
手
―

種

茂
メ

蕃

駝

手
か
ら
種
ふ

茂
し
て
蕃
き
駝

雲

カ
ラ

シ
ケ
キ

ー

し
げ
（
２
８
）

68
養

ハレ

性
ヲ

儒
ノ

玄-

要

性
を
養
へ
ば
儒
の
玄
要

洪

69
結

テレ

交
ヲ

士

切-

磋

交
を
結
び
て
士
は
切
磋

圭

70（

）
後
漢
の
名
将
厳
尤
。
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』「
臣
聞
匈
奴
為
害
、
所
従

27

来
久
矣
、
未
聞
上
世
有
必
征
之
者
也
。
後
世
三
家
周
、
秦
、
漢
征

之
、
然
皆
未
有
得
上
策
者
也
。
周
得
中
策
、
漢
得
下
策
、
秦
無
策

焉
」
。

（

）
郭
橐
駝
。
柳
宗
元
「
郭
橐
駝
、
不
知
始
何
名
、
病
僂
隆
然
伏
行
、

28

有
類
橐
駝
者
、
故
郷
人
号
之
駝
。
（
中
略
）
駝
業
種
樹
、
凡
長
安

豪
富
人
為
観
遊
及
売
果
者
、
皆
争
迎
取
養
。
視
駝
所
種
樹
、
或
移

徒
、
無
不
活
、
且
碩
茂
、
早
実
以
蕃
」
。

堕
レ

痴
ニ

唯

我

耳

痴
に
堕
す
れ
ば
唯
だ
我
耳

竹

ス
レ
ハ

ノ
ミ

の
み

71
成

ハレ

律
ヲ

是
レ

僧-

伽

律
を
成
す
は
是
れ
僧
伽

御

（
２
９
）

72
六-

吉

過
ー

休

難

六
吉

過
ぎ
れ
ば
休
す
る
難

良

レ
ハ
ー
ス
ル

ー

（
３
０
）

73
長-

安

時
ニ―

習
フ

柯

長
安

時
に
習
ふ
柯

御

ー

（
３
１
）

74
鳧
―

浮
テ

欺
ク二

渡-

子
ヲ一

鳧
浮
き
て
渡
子
を
欺
く

澗

75
毳

集
テ

省
ク二

聱-

訛
ヲ一

毳
集
り
て
聱
訛
を
省
く

竹

（
３
２
）

76
声-

杖

妨
ク二

禅-

寂
ヲ一

声
杖

禅
寂
を
妨
ぐ

雲

77
騒-

筵

事
二

酔-

哦
ヲ一

騒
筵

酔
哦
を
事
と
す

賡

ト
ス

78
暁-

楓
ハ

真
ノ

赤-

褪

暁
楓
は
真
の
赤
褪

洪

79
沈-

穟
ハ

彼
ノ

薫-

荷

沈
穟
は
彼
の
薫
荷

良

（
３
３
）

80（

）
僧
侶
。
前
句
の
「
堕
痴
」
を
受
け
て
、
こ
こ
は
『
冷
斎
夜
話
』
に

29

基
づ
く
。
「
僧
伽
龍
朔
中
遊
江
淮
間
、
其
跡
甚
異
。
（
中
略
）
此
正

所
謂
対
痴
人
説
夢
耳
」（
痴
人
説
夢
夢
中
説
夢
）。

（

）
占
星
術
の
用
語
か
、
不
明
。

30
（

）
唐
の
段
成
式
、
字
柯
古
、
『
酉
陽
雑
俎
』
を
著
す
。

31
（

）
淆
訛
と
も
、
混
淆
。
間
違
い
。
『
碧
巌
録
・
十
五
』
「
只
争
一
字
、

32



- 80 -

為
什
麼
却
有
千
差
万
別
。
且
道
、
聱
訛
在
什
麼
処
」
。
「
毳
」
は
僧

服
の
一
種
、
こ
こ
は
僧
侶
の
意
か
。

（

）
沈
香
の
煙
。
黄
庭
堅
「
百
錬
香
螺
沈
水
、
宝
薫
近
出
江
南
。
一
穟

33

黄
雲
繞
几
、
深
禅
想
対
同
参
」
（
有
恵
江
南
帳
中
香
者
戯
答
六
言

二
首
、
其
一
）。

滴
二

夜-

夜
ノ

泉
ヲ一

涙

夜
夜
の
泉
を
滴
る
は
涙

圭

ル
ハ

81
湎
二

村-

村
ノ

社
ニ一

酡

村
村
の
社
に
湎
め
ば
酡
せ
り

御

ー
メ
ハ

し
ず

82
吠
レ

尭

啀
ムレ

実
ヲ

犬

尭
を
吠
ゆ
る

実
を
啀
む
犬

竹

ー

ヲ

（
３
４
）

い
が

83
類
レ

蓁

運
スレ

謀
ヲ

鵞

蓁
に
類
ひ
す

謀
を
運
す
鵞

良

タ
グ
ヒ
ス

ー

ニ

ー

（
３
５
）

84
淵-

黙

舮
レ

枚
ヲ

否

淵
黙

枚
を
舮
む
や
否
や

澗

ム
ヤ

ヤ

（
３
６
）
ふ
く

85
郷-

情

旋
レ

錦
ヲ

俄

郷
情

錦
を
旋
す
こ
と
俄
か
な
り

圭

ハ
ス
ヿ

カ
也

（
３
７
）

86
入

テレ

焦

忘
スレ

策
レ

蹇

焦
り
に
入
り
て
蹇
に
策
つ
こ
と
を
忘
れ
ず

賡

ー

ニ

ツ
ヿ
ヲ

ー

ニ

87
夢
レ

丈

厭
フレ

檛
レ

鼉

丈
を
夢
み
て
鼉
を
檛
つ
を
厭
ふ

雲

ミ
テ

ー

ヲ

ウ
ツ
ヲ

ー

ヲ

（
３
８
）
む
ち
う

88
好-

会

惜
ム二

楼
ノ

暮
一

好
会

楼
の
暮
る
る
を
惜
し
む

澗

ル
ヽ
ヲ

89
至-

尊

仰
ク二

嶺
ノ

峩
一

至
尊

嶺
の
仰
峩
た
る
を
仰
ぐ

村

ー
タ
ル
ヲ

90

（

）
『
漢
書
・
鄒
陽
伝
』
「
今
人
主
誠
能
去
驕
傲
之
心
、
懐
可
報
之
意
、

34

（
中
略
）
則
桀
之
犬
可
使
吠
尭
、
蹠
之
客
可
使
刺
由
」
。

（

）
唐
代
の
名
将
李
愬
が
雪
夜
に
蔡
州
を
奇
襲
し
た
際
、
「
近
城
有
鵞

35

鴨
池
、
愬
令
驚
撃
之
、
以
雑
其
声
」
（
旧
唐
書
・
李
晟
列
伝
）
と

い
う
。
「
運
謀
」
は
策
略
を
巡
ら
す
こ
と
。

（

）
行
軍
す
る
際
に
枚
を
口
に
含
み
、
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

36

簫
綱
「
氷
城
朝
浴
鉄
、
地
道
夜
銜
枚
」
（
従
軍
行
）。
蘇
軾
「
那
堪

李
常
侍
、
入
蔡
夜
銜
枚
」
（
和
劉
景
文
雪
）
。
「
淵
黙
」
は
沈
黙
。

（

）
「
旋
」
は
「
周
旋
旌
旗
之
指
麾
也
」
（
説
文
）
、
則
ち
旗
竿
を
回
す

37

こ
と
。
進
軍
を
指
揮
す
る
こ
と
を
受
け
る
か
。
同
時
に
「
錦
旋
」

は
故
郷
に
錦
を
飾
る
こ
と
。

（

）
鼉
鼓
。
「
厭
檛
鼉
」
は
鼉
鼓
を
叩
く
の
を
厭
う
こ
と
。
南
江
「
蜃

38

気
昼
沈
津
霧
落
、
鼉
声
夜
落
晩
潮
収
」
（
送
季
莫
上
人
赴
士
州
吸

江
菴
）。

指
ニレ

陽
ヲ

愁
フレ

乏
ヲレ

剣
ニ

陽
を
指
し
て
剣
に
乏
し
き
を
愁
ふ

（
３
９
）

91
離-

袖

欲
ス二

強
テ―

拖
一

離
袖

強
ひ
て
拖
か
ん
と
欲
す

御

ン
ト

ひ

92
温
レ

故
ヲ

宜
クレ

探
ルレ

緒

故
を
温
め
て
宜
し
く
緒
を
探
る
べ
し

メ
テ

ヘ
シ

ー

ヲ

93
講-

帷

聴
クレ

説
ヲレ

脞

講
帷

脞
を
説
く
を
聴
く

雲

ー

ヲ

ざ
（
４
０
）

94
恩-
波

堪
レ

激
レ

懦

恩
波

懦
を
激
す
る
に
堪
え
た
り

洪

タ
リ

ス
ル
ニ

ー

ヲ

95
矮-

屋

善
ク

容
クレ

矬
ヲ

矮
屋

善
く
矬
さ
き
を
容
る

澗

（
４
１
）

96
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蒲-

伏

娩
―

簑

兔

蒲
伏

簑

娩
む
兔

良

コ
ウ
ム
ミ
チ
ニ

（
４
２
）
こ
う

97
樗-
才

測
ルレ

海
ヲ

螺

樗
才

海
を
測
る
螺

賡

（
４
３
）

98
瑶-

台

談

落
スレ

屑

瑶
台

談
は
屑
を
落
と
す

圭

ー

ヲ

（
４
４
）

99
繍-

閨

共
ニ

留
ムレ

鞾

繍
閨

共
に
鞾
を
留
む

竹

ー

ヲ

100（

）
魯
陽
が
沈
む
夕
日
を
戻
し
た
故
事
か
。
『
淮
南
子
・
覧
冥
訓
』
「
魯

39

陽
公
与
韓
搆
難
、
戦
酣
日
暮
、
援
戈
而
撝
之
、
日
為
之
反
三
舎
」
。

こ
こ
は
剣
と
あ
る
の
は
、
李
白
「
剣
舞
転
頽
陽
、
当
時
日
停
曛
」

（
九
日
登
巴
陵
置
酒
望
洞
庭
水
軍
）
を
意
識
し
た
か
。

（

）
叢
脞
か
。
「
細
砕
無
大
略
」
（
玉
篇
）
、
松
形
ま
た
学
問
が
深
い
こ

40

と
も
い
う
。

（

）
身
長
の
低
い
人
。
陸
亀
蒙
他
「
悖
慯
松
形
矮
、
般
跚
桧
樾
矬
」（
報

41

恩
寺
南
池
聯
句
）
。

（

）
「
簑
」
は
「
遠
」
の
異
体
字
で
「
み
ち
」
と
訓
む
の
は
根
拠
が
不

42

明
。
兔
に
関
す
る
典
拠
も
不
明
。
後
考
を
待
つ
。

（

）
木
材
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
樗
。
『
荘
子
・

逍
遙
遊
』
「
我
有
大

43

樹
、
人
謂
之
樗
、
其
大
本
擁
腫
而
不
中
縄
墨
、
其
小
枝
巻
曲
而
不

中
規
矩
、
立
之
塗
、
匠
者
不
顧
」
。
「
測
海
」
は
自
ら
の
力
量
を
知

ら
ず
、
浅
は
か
で
無
知
の
様
子
。
宋
彭
汝
砺
「
傾
螺
思
測
海
、
擿

埴
強
求
涂
」
（
上
劉
推
官
一
首
）。

（

）
蘇
軾
「
君
談
似
落
屑
、
我
飲
如
弈
棋
」
（
次
韻
銭
穆
父
会
飲
）。
蘇

44

轍
「
清
談
如
鋸
木
、
落
屑
紛
相
委
」
（
送
王
廷
老
朝
散
知
虢
州
）。

（
よ
う

こ
ん
ほ
う
・
武
蔵
野
大
学
准
教
授
）


